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Ⅰ．花きＥＤＩ標準メッセージの概要
　花きEDI標準メッセージ（第1次バージョン）のメッセージフローを以下に示す。

図表１　花きEDI標準メッセージ（第1次バージョン）フロー
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メッセージ
名称

(1)出荷予定情報

生育状況や天候予測等を加味した、今後２
週間の出荷予定商品およびその数量等の情
報を出荷先（卸売業者）に通知する。

予約相対取引において、予約相対契約前
に出荷者、卸売業者等および仲卸業者等が
予約相対取引で取扱う商品の数量を相互に
把握することにより、予約相対商談・契約の材
料として利用することが可能となる。

出荷者→卸売業者等

(2)入荷予定情報

生育状況や天候予測等を加味した、今後２
週間の出荷予定商品およびその数量等の情
報を仲卸業者、小売業者等に通知する。

予約相対取引において、予約相対契約前
に出荷者、卸売業者等および仲卸業者等が
予約相対取引で取扱う商品の数量を相互に
把握することにより、予約相対商談・契約の材
料として利用することが可能となる。

卸売業者等→仲卸業者等→
小売業者

(3)発注情報

１．小売業者は、仲卸業者等へ商品の発注数
量等を通知する。小売業者等は、予約相対取
引では入荷予定情報を考慮し、先取取引で
は入荷確定情報を考慮した発注数量の決定
が可能となる。
２．仲卸業者等は、相対取引（予約相対取引
および予約取引）での卸売業者へ商品の発
注数量等を通知する。仲卸業者等は、予約相
対取引では入荷予定情報を考慮し、先取取
引では入荷確定情報を考慮した発注数量の
決定が可能となる。
３．卸売業者等は、出荷者へ商品の発注数等
を通知する。卸売業者等は、予約相対取引で
は入荷予定情報を考慮した発注数量のが可
能となる。

小売業者→仲卸業者等
→卸売業者等→出荷者

(4)出荷要請情報

卸売業者等が、今後２～３週間に出荷を要
請する商品およびその数量等の情報を出荷
者（生産者）に通知する。

出荷者は商品の出荷必要数量の把握と、出
荷当日、商品ごとの予約相対分の出荷数量
の把握が可能となる。

卸売業者等→出荷者

(5)出荷確定情報

出荷確定商品の数量等の情報を出荷先に
通知する (送り状と同様の情報を商品が出荷
先へ到着する前に通知) 。
　卸売業者等、仲卸業者、小売業者は入荷商
品の数量等の把握や予約相対商品の数量、
予約取引で取扱う商品の数量の把握が可能
となる。

出荷者／運送事業者→
卸売業者等

図表２　花きＥＤＩ標準メッセージ（第１次バージョン）の概要説明（１／２）

機能／役割 メッセージの方向



メッセージ
名称

(6)入荷確定情報

出荷確定商品の数量等の情報を出荷先に
通知する (送り状と同様の情報を商品が出荷
先へ到着する前に通知) 。
　卸売業者等、仲卸業者、小売業者は入荷商
品の数量等の把握や予約相対商品の数量、
予約取引で取扱う商品の数量の把握が可能
となる。

出荷者／運送事業者→
卸売業者等→仲卸業者等→

小売業者

(7)分荷決定情報

卸売業者等から仲卸業者等へ販売結果を
通知する。相対取引（予約相対取引および予
約取引）における卸売業者等での仲卸業者
等への分荷・引当の結果を通知することが可
能となる。

卸売業者等→仲卸業者等

(8)納品情報

仲卸業者等から小売業者へ納品情報を通
知する。小売業者は商品が到着する以前に
入荷する商品の数量等の把握や入荷商品の
検品に利用することが可能となる。

仲卸業者等→小売業者

(9)受領情報
 (事故情報)

仲卸業者等からの納品情報に対する商品
受領(検品結果)の情報。腐敗などの事故が
あった場合にはその情報も併せて通知する。

小売業者→仲卸業者等

(10)仕切情報

せり当日中に出荷者(生産者)に仕切値を通
知する。また腐敗など事故があった場合には
その情報を通知する。

（事故情報）

出荷者は出荷商品のせり値および控除額を
把握することが可能となる。また、出荷確定の
商品と比較することで未販売の商品およびそ
の数量を把握することが可能となる。

(11)請求情報

当日取引分のすべての請求情報を仲卸業
者等へ通知する。

仲卸業者等は請求内容から清算処理を行う
ことが可能となる。

卸売業者等→仲卸業者等

(12)請求情報

仲卸業者等から小売業者へ請求情報を
通知する。小売業者は請求内容から清算
処理を行うことが可能となる。

仲卸業者等→小売業者

(14)集荷/配送
       依頼情報

出荷者／卸売業者から運送事業者に対し
て、集荷先の生産者が出荷準備した商品、数
量等および配送先の依頼を通知する。

運送業者は配車支持等の処理に利用する
ことが可能となる。

出荷者／卸売業者等
仲卸業者等／小売業者

→運送事業者

(15)集荷/配送
    運賃請求情報

運送事業者から集荷および配送運賃分の
請求情報を通知する。

この通知を受け、請求内容から清算処理を
行うことが可能となる。

運送事業者→
出荷者／卸売業者等／
仲卸業者等／小売業者

図表２　花きＥＤＩ標準メッセージ（第１次バージョン）の概要説明（２／２）

機能／役割 メッセージの方向

(13)支払案内情報

仲卸業者等からの請求に対し、小売業者が
腐敗などの事故分を控除した支払内容を仲
卸業者へ通知する。仲卸業者等は納品処理
の完了および商品の事故を把握することが可

小売業者→仲卸業者等

卸売業者等→出荷者



Ⅱ．表記に関する注意事項

  ５．“ 赤伝（取消伝票） ” の説明

     ・“赤伝”の場合に数値欄／合計欄を“プラス”表現するか“マイナス”表現するか
は、情報
        交換の当事者間で決定することとする。
        ただし、EDI標準化での数値表記は絶対値（ﾌﾟﾗｽ表現)で表記し、赤伝（取消）時に
は減算

  ２．  階層 欄の説明

     ・“H ” ： ヘッダ項目
     ・“M ” ： 明細項目（商品別、品位基準、大小基準別で作成されることを前提）
     ・“T ” ： トレーラ項目
     ・“T2” ： トレーラ明細項目
　　　　　　　　（「13.支払案内情報」において、控除・相殺項目を明細単位で設定する場
合に使用）

注）「標準項目」決定後、「分岐ダイアグラム」（メッセージを構成するセグメントの構
造、階層、
　必須／選択、繰り返し回数を表す図）を策定する。可変長では”階層”欄で示すよりも、
更に複雑

  １．可変長を採用することによる留意点
 
    ・“桁数”は“最大桁数”欄の定義値よりも少い桁数を扱うことが可能である。
       情報交換する当事者間で“最大桁数”の範囲内で必要な桁数を決定することが可能。
      （幅広いニーズを反映する為、桁数は多いものを採用）
    ・“不必要な項目”は利用者の選択により省くことが可能である。
      （３．ステータス欄の説明、参照）
    ・“データ区分”は標準メッセージが決定した段階で修飾子によって表現する。
    ・修飾子によって複数の規格の中からコードを選択することが可能である。

  ３．“ ステータス ”欄の説明

　　　・“必須”    ： 必ず送信しなければならない項目を意味する。
　　　・“選択”    ： 情報交換する当事者間で採用／不採用を取り決める選択項目。
　　　・“選択必須”： 「受領情報」において、明細項目を送信する場合は、”必須”であ
るが、
　　　　　　　　　　　明細項目を送信しない、すなわちヘッダとトレーラのみを送信する
場合、

  ４．“ 最大桁数 ”欄の説明

      以下の“（）”内には桁数の取り得る最大の桁数が入る｡
      ・“ N（）”   　：全角かな漢字
      ・“ X（）”     ：半角カナ文字および英数
      ・“ 9（）”     ：数字
      ・“ 9（）Ｖ9（）” ：少数点有りの数値項目、
        “Ｖ”は小数点を表す。前半の“9（）”は整数を後半の“9（）”は小数点以下の
        桁数を表す。
      ・“Ｓ9（）”：マイナスサイン　”-”を許す数値項目
　　　・コード項目はXで表記した。（数として扱わない為）



Ⅲ．　荷姿コード表

分類 コード 荷姿名称 荷姿名称（カナ） 備考

箱 101 箱 ﾊｺ

      102 ＤＢ DB 段ボール

103 木箱 ｷﾊﾞｺ

104 スチール ｽﾁｰﾙ

105 アイス ｱｲｽ

106 化粧箱 ｹｼｮｳﾊﾞｺ

107 発泡スチロール ﾊｯﾎﾟｳｽﾁﾛｰﾙ

108 ケース ｹｰｽ

袋 201 袋 ﾌｸﾛ

202 ポリ袋 ﾎﾟﾘﾌﾞｸﾛ

203 紙袋 ｶﾐﾌﾞｸﾛ

かご 301 かご ｶｺﾞ

302 Ｐかご Pｶｺﾞ

303 コンテナ ｺﾝﾃﾅ

ネット 401 ネット ﾈｯﾄ

パック 501 パック ﾊﾟｯｸ

502 シュリンク ｼｭﾘﾝｸ

503 トレー ﾄﾚｰ

束 601 束 ﾀﾊﾞ

602 梱り ｺｳﾘ 箱などを束ねて紐でくくったもの

603 合せ ｱﾜｾ 箱などを束ねて紐でくくったもの

缶詰 701 缶詰 ｶﾝﾂﾞﾒ

瓶 801 瓶 ﾋﾞﾝ

その他 901 ポット ﾎﾟｯﾄ

902 フィルム ﾌｨﾙﾑ

999 その他 ｿﾉﾀ



１． 出荷予定情報（出荷者→卸売業者）

　生育状況や天候予測等を加味し、２～３週間前の出荷予
定数量を出荷先別に通知する。

Ⅳ．データ項目説明一覧
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０１．出荷予定情報（出荷者→卸売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 出荷予定情報ナンバー 出荷予定情報ナンバー X(11) 必須 □
2 元出荷予定情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の出荷予定情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 出荷予定年

月日
出荷予定年月日（自） 商品の出荷を開始する予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □

11 出荷予定年月日（至） 商品の出荷を終了する予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
12 販売予定年

月日
販売予定年月日（自） 出荷元希望の販売（売立）開始予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □

13 販売予定年月日（至） 出荷元希望の販売（売立）終了予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
14 元出荷予定

年月日
元出荷予定年月日（自） 訂正／取消する元の出荷予定情報の出荷開始予定年月日

（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）
X(8) 選択

□

15 元出荷予定年月日（至） 訂正／取消する元の出荷予定情報の出荷予定終了年月日
（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）

X(8) 選択

□

16 初出荷予定年月日 商品の初出荷の予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
17 商品属性

（区分）
販売区分 商品に対し出荷元業者が希望する販売方法を表す区分

   0：委託販売
   1：予約相対販売

X(1) 選択

□

18 共・個撰区分 出荷元の精算方法を表す区分
　 0：共撰
　 1：個撰
　 5：県共計
　 6：個撰共販
　 9：買付

X(1) 選択

□

19 宅配便対応区分 商品出荷時、出荷者からの商品の直送が行えるか否かを表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：直送不可
  1：直送可能

X(1) 選択

□

20 サンプル出荷区分 商品出荷に当たり、サンプルの出荷が可能か否かを表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：出荷不可
  1：出荷可

X(1) 選択

□

21 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 必須
□

22 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

23 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

24 市場 出荷先市場コード 出荷先市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

25 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
26 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
27 出荷先 出荷先業者コード 出荷先の卸売を行う業者を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

28 出荷先業者名（カナ） 出荷先業者の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
29 出荷先業者名（漢字） 出荷先業者の名称　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０１．出荷予定情報（出荷者→卸売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

30 ﾍｯﾀﾞ 出荷元関連 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

31 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
32 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
33 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

34 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択

□

35 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択

□

36 明細 明細行ナンバー 出荷予定情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須
□

37 商品コード 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
38 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
39 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
40 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

41 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

42 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

43 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

44 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

45 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

46 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
47 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
48 商品属性

（原産地）
原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード

　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

49 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  カナ表記 X(20) 選択 □
50 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択

□
51 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

52 商品属性
（生産者）

生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）
任意（当事者間で決定）

X(13) 選択

□

53 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
54 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
55 商品属性

(等級(品質)）

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
56 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

57 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択 □
58 商品属性

(階級(草丈)）

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
59 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

60 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

61 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

62 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０１．出荷予定情報（出荷者→卸売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

63 明細 商品属性
(切花/鉢物)

施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

64 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

65 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

66 その他栽培方法 土壌、施設、作型に分類されない栽培方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

67 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

68 咲き前指定区分 開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

69 格外区分 商品の瑕疵の状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

70 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

71 ポストハーベスト区分 出荷時における前処理剤の使用有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

72 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
73 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

74 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

75 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

76 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

77 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

78 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

79 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

80 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

81 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

82 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
83 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
84 物流容器 物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

85 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
86 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
87 入数 一口当りの入数 9(4) 必須 □
88 口数 ケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 S9(5) 必須 □
89 数量 商品単位での数量

（数量＝「入数」×「口数」）
S9(5) 必須

□

90 一市最大口数 一市当たりの最大出荷口数 9(5) 必須 □
91 注文期限 注文期限日数 希望日に納品するための発注期限の日数

（セリのｎ日前までに注文をもらえば希望日に納品可能）
9(3) 選択

□

92 注文期限時刻 希望日に納品するための発注期限の時刻（ｈｈｍｍ）
（注文期限日数と併用して使用します）

X(4) 選択

□

93 希望単価 希望単価 商品1本当たり分の希望単価 9(9)V9(2) 選択 □
94 希望単価口数 「希望単価」適用時の為の最低受注数量 9(5) 選択

□
95 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
96 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０１．出荷予定情報（出荷者→卸売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

97 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 出荷予定情報の明細の件数 9(5) 選択 □
98 合計 口数合計 明細項目の口数合計（「口数」の総和） S9(5) 必須 □
99 数量合計 明細項目の数量合計（「数量」の総和） S9(5) 必須 □

100 問い
合わせ先

問い合せ先電話番号 この情報に関する連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択 □
101 問い合せ先FAX番号 この情報に関する連絡・問い合せ先のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
102 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
103 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



２． 入荷予定定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）

　出荷者からの出荷予定情報を仲卸業者等に通知する。
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０２．入荷予定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 入荷予定情報ナンバー 入荷予定情報ナンバー X(11) 必須 □
2 元入荷予定情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の入荷予定情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 入荷予定年

月日
入荷予定年月日（自） 商品の出荷を開始する予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □

11 入荷予定年月日（至） 商品の出荷を終了する予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
12 販売予定年

月日
販売予定年月日（自） 出荷元希望の販売（売立）開始予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □

13 販売予定年月日（至） 出荷元希望の販売（売立）終了予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
14 元入荷予定

年月日
元入荷予定年月日（自） 訂正／取消する元の入荷予定情報の出荷開始予定年月日

（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）
X(8) 選択

□

15 元入荷予定年月日（至） 訂正／取消する元の入荷予定情報の入荷予定終了年月日
（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）

X(8) 選択

□

16 初入荷予定年月日 商品の初出荷の予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
17 商品属性

（区分）
販売区分 商品に対し出荷元業者が希望する販売方法を表す区分

   0：委託販売
   1：予約相対販売

X(1) 選択

□

18 共・個撰区分 出荷元の精算方法を表す区分
　 0：共撰
　 1：個撰
　 5：県共計
　 6：個撰共販
　 9：買付

X(1) 選択

□

19 宅配便対応区分 商品出荷時、出荷者からの商品の直送が行えるか否かを表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：直送不可
  1：直送可能

X(1) 選択

□

20 サンプル出荷区分 商品出荷に当たり、サンプルの出荷が可能か否かを表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：出荷不可
  1：出荷可

X(1) 選択

□

21 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 必須

□

22 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

23 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

24 市場 出荷先市場コード 出荷先市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

25 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
26 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０２．入荷予定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

27 ﾍｯﾀﾞ 販売元 販売元業者コード 商品の販売元業者を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
メッセージの方向が卸売業者→仲卸業者の場合：卸売業者を記載
メッセージの方向が仲卸業者→小売業者の場合：仲卸業者を記載

X(13) 選択

□

28 販売元業者名（カナ） 販売元業者の名称　カナ表記
メッセージの方向が卸売業者→仲卸業者の場合：卸売業者を記載
メッセージの方向が仲卸業者→小売業者の場合：仲卸業者を記載

X(35) 選択

□

29 販売元業者名（漢字） 販売元業者の名称　漢字表記
メッセージの方向が卸売業者→仲卸業者の場合：卸売業者を記載
メッセージの方向が仲卸業者→小売業者の場合：仲卸業者を記載

N(35) 選択

□

30 出荷元関連 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

31 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
32 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
33 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

34 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択

□

35 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択

□

36 明細 明細行ナンバー 入荷予定情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
37 相対可能区分 商品に対し、相対取引を許可するか禁止するかを表す区分

　　0：相対可能
　　1：相対禁止

X(1) 選択

□

38 商品コード 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
39 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
40 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
41 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

42 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

43 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

44 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

45 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

46 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

47 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
48 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
49 商品属性

（原産地）
原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード

　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

50 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  カナ表記 X(20) 選択 □
51 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択

□
52 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

53 商品属性
（生産者）

生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）  任意（当事者間で決定） X(13) 選択 □
54 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
55 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０２．入荷予定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

56 明細 商品属性
(等級(品質)）

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
57 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

58 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

59 商品属性
(階級(草丈)）

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
60 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

61 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

62 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

63 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

64 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

65 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

66 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

67 その他栽培方法 土壌、施設、作型に分類されない栽培方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

68 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

69 咲き前指定区分 開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

70 格外区分 商品の瑕疵の状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

71 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

72 ポストハーベスト区分 出荷時における前処理剤の使用有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

73 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
74 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

75 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

76 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

77 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

78 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

79 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

80 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

81 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

82 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

83 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
84 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
85 物流容器 物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

86 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
87 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
88 入数 一口当りの入数 9(4) 必須 □
89 口数 ケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 S9(5) 必須

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０２．入荷予定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

90 明細 数量 商品単位での数量
（数量＝「入数」×「口数」）

S9(5) 必須

□

91 一市最大口数 一市当たりの最大出荷口数 9(5) 必須 □
92 注文期限 注文期限日数 希望日に納品するための発注期限の日数

（セリのｎ日前までに注文をもらえば希望日に納品可能）
9(3) 選択

□

93 注文期限時刻 希望日に納品するための発注期限の時刻（ｈｈｍｍ）
（注文期限日数と併用して使用します）

X(4) 選択

□

94 希望単価 希望単価 商品1本当たり分の希望単価 9(9)V9(2) 選択 □
95 希望単価口数 「希望単価」適用時の為の最低受注数量 9(5) 選択

□
96 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
97 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
98 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 入荷予定情報の明細の件数 9(5) 選択 □
99 合計 口数合計 明細項目の口数合計（「口数」の総和） S9(5) 必須 □

100 数量合計 明細項目の数量合計（「数量」の総和） S9(5) 必須 □
101 問い

合わせ先
問い合せ先電話番号 この情報に関する連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択 □

102 問い合せ先FAX番号 この情報に関する連絡・問い合せ先のＦＡＸ番号 X(20) 選択
□

103 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
104 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



３． 発注情報（小売業者→仲卸業者等→卸売業者→出荷者）

　卸売業者等から送られる入荷確定情報により、仲卸業者
等から卸売業者等へ翌日の取引数量の発注情報を通知す
る
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０４．出荷要請情報（卸売業者→出荷者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 出荷要請情報ナンバー 取扱元卸売業者が決めた出荷要請情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
2 元出荷要請情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の出荷要請情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 通知 通知年月日 情報を通知した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
11 通知時刻 情報を通知した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
12 年月日 出荷要請年月日 出荷要請した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
13 元出荷要請年月日 訂正／取消する元の出荷要請情報の出荷要請年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄ

ｄ）
X(8) 選択 □

14 支払年月日 出荷要請元の支払予定年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
15 希望納品年月日 納品指定の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
16 希望納品時刻 出荷要請元の希望する納品時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
17 発注情報ナンバー 発注元が決めた発注情報に振られる一意の番号 X(11) 選択

□
18 企画 企画区分 定番、特売を表す区分  任意（当事者間で決定） X(9) 選択 □
19 企画名称（カナ） 発注企画形態の名称  カナ表記

（例、ﾃｲﾊﾞﾝ、ﾄｸﾊﾞｲ、等）
X(35) 選択

□

20 企画名称（漢字） 発注企画形態の名称  漢字表記
（例、定番、特売、等）

N(35) 選択
□

21 出荷要請
企業関連

(卸売業者)

出荷要請企業コード 出荷要請企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

22 出荷要請企業名称
（カナ）

出荷要請企業の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
23 出荷要請企業名称

（漢字）
出荷要請企業の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
24 出荷要請企業部課コード 出荷要請企業の部課コードを表すコード X(13) 選択 □
25 出荷要請企業部課名称

（カナ）
出荷先業者の名称  カナ表記 X(35) 選択 □

26 出荷要請企業部課名称
（漢字）

出荷先業者の名称  漢字表記 N(35) 選択
□

27 出荷要請担当者コード 出荷要請担当者を表すコード  任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
28 出荷要請担当者名称

（カナ）
出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(20) 選択

□

29 出荷要請担当者名称
（漢字）

出荷要請担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択
□

30 出荷要請担当者電話番号 出荷要請企業の出荷要請担当者の電話番号 X(20) 選択
□

31 出荷要請先
(出荷者)

出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

32 出荷元名-1（カナ） 出荷者（県連等）を表す名称  カナ表記 X(35) 選択 □
33 出荷元名-1（漢字） 出荷者（県連等）を表す名称  漢字表記 N(35) 選択

□
34 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

35 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択
□

36 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０４．出荷要請情報（卸売業者→出荷者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

37 ﾍｯﾀﾞ 納品先関連 納品先コード 納品先を表すコード（出荷要請企業の店舗、倉庫等を含む）
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

38 納品先名称（カナ） 納品先の企業の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
39 納品先名称（漢字） 納品先の企業の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
40 納品先部課コード 納品先の店舗売場、本部課等を表すコード

任意(当事者間で決定)
X(13) 選択

□

41 納品先部課名称（カナ） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
42 納品先部課名称（漢字） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
43 納品先担当者コード 納品先担当者を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
44 納品先担当者名称

（カナ）
納品先担当者の名称  カナ表記 X(20) 選択 □

45 納品先担当者名称
（漢字）

納品先担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択
□

46 納品先電話番号 納品先企業の電話番号 X(20) 選択 □
47 納品先ＦＡＸ番号 納品先企業のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
48 納品先住所（カナ） 納品先の住所  カナ表記 X(30) 選択 □
49 納品先住所（漢字） 納品先の住所  漢字表記 N(35) 選択

□
50 発注元企業

関連(仲卸)
発注元企業コード 発注元企業を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

51 発注企業名称（カナ） 発注企業の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
52 発注企業名称（漢字） 発注企業の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
53 発注元企業事業所コード 発注元企業の発注元事業所を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

54 発注企業事業所名称
（カナ）

発注企業の受注事業所の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
55 発注企業事業所名称

（漢字）
発注企業の受注事業所の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
56 売買参加者コード 売買参加者の登録ナンバー　　任意（当事者間で決定） X(6) 選択

□
57 明細 明細行ナンバー 出荷要請情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
58 入荷予定情

報
入荷予定情報ナンバー 入荷予定情報の公開元が決めた入荷情報に振られる一意の番号 X(11) 選択 □

59 入荷予定情報明細
行ナンバー

入荷予定情報の明細単位に振られる番号 9(5) 選択
□

60 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 必須
□

61 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

62 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

63 商品コード 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
64 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
65 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
66 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

67 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

68 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

69 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

70 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

71 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０４．出荷要請情報（卸売業者→出荷者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

72 明細 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
73 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
74 商品属性

（生産者）
生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）　　任意（当事者間で決定） X(13) 選択 □

75 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
76 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
77 商品属性

(等級(品質)）

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
78 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

79 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

80 商品属性
(階級(草丈)）

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
81 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

82 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

83 商品属性
(原産地)

原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード
　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

84 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  カナ表記 X(20) 選択 □
85 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択

□
86 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

87 商品属性
（区分）

販売区分 商品に対し出荷先業者が示した条件を表す区分（販売区分／予約相対区分）
　 0：委託販売
　 1：予約相対販売
　 2：相対取引

X(1) 必須

□

88 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

89 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

90 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

91 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

92 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

93 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

94 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

95 咲前区分（開花状況区分）商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

96 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

97 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

98 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

99 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
100 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

101 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

102 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

103 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０４．出荷要請情報（卸売業者→出荷者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

104 明細 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

105 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

106 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

107 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

108 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

109 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
110 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
111 物流容器 物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

112 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
113 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
114 出荷要請関

連
出荷要請単位区分 出荷要請企業の指定する出荷要請単位を表す区分

任意（当事者間で決定）
（例、1：キロ、2：ハコ、３：ホン、４：ハチ、5：ソク）

X(3) 選択

□

115 出荷要請単位名称
（カナ）

出荷要請企業の指定する出荷要請単位の名称  カナ表記
（例、ｷﾛ：キロ、ﾊｺ：箱、ﾎﾝ：本、ﾊﾁ：鉢、ｿｸ：束）

X(5) 選択

□

116 出荷要請単位数 出荷要請単位名称に対応した出荷要請単位の数
（例、20：20箱、30：30本、40：40鉢）

9(4) 必須

□

117 出荷要請単位入数 出荷要請単位当りの入数
（切花：本数、鉢物：鉢数）

9(4) 必須

□

118 出荷要請単位入数区分 出荷要請単位入数の単位を表す区分
任意（当事者間で決定）
（例、５：本、６：鉢）

X(2) 選択

□

119 出荷要請数量 「出荷要請単位数」を１とした時の出荷要請数
（出荷要請数量＝「出荷要請単位数」×「出荷要請単位入数」）

S9(6) 必須
□

120 希望単価 商品の希望原価単価 9(9)V9(2) 選択
□

121 備考 備考-1　(漢字) 任意　(漢字) N(35) 選択 □
122 備考-2　(漢字) 任意　(漢字) N(35) 選択

□
123 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 出荷要請情報の明細の件数 9(5) 選択 □
124 合計関連 希望原価金額合計 希望原価金額合計（税抜き）＝「出荷要請数量」×「希望単価」の合計 S9(11) 選択 □
125 税額 希望原価金額合計（税抜き）に対する税額 S9(9) 選択

□
126 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
127 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



４． 仕切情報（卸売業者→出荷者）

　卸売業者が、今後２～３週間に出荷を要請する商品およ
びその数量等の情報を出荷者（生産者）に通知する。
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０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 出荷確定情報ナンバー 出荷者が決めた出荷確定情報に振られる一意の番号（出報№）
（同一出荷元・同一出荷日で唯一無二の番号、記号）

X(11) 必須
□

2 元出荷確定情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の出荷確定情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 出荷年月日 出荷年月日 商品を出荷した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
11 元出荷年月日 訂正／取消する元の出荷確定情報の出荷年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
12 販売予定年

月日
販売予定年月日（自） 出荷元希望の販売（売立）開始予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □

13 販売予定年月日（至） 出荷元希望の販売（売立）終了予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
14 商品属性

(区分)
販売区分 商品に対し出荷元業者が希望する販売方法を表す区分

   0：委託販売
   1：予約相対販売

X(1) 選択

□

15 共・個撰区分 出荷元の精算方法を表す区分
　 0：共撰
　 1：個撰
　 5：県共計
　 6：個撰共販
　 9：買付

X(1) 選択

□

16 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 必須

□

17 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

18 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

19 市場 出荷先市場コード 出荷先市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択
□

20 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
21 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
22 出荷先 出荷先業者コード 出荷先の卸売を行う業者を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

23 出荷先業者名（カナ） 出荷先業者の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
24 出荷先業者名（漢字） 出荷先業者の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
25 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

26 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
27 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
28 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

29 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択
□

30 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

31 ﾍｯﾀﾞ 運送会社 運送会社コード 運送会社を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

32 運送会社名称（カナ） 運送会社の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
33 運送会社名称（漢字） 運送会社の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
34 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）

任意（当事者間で決定）
X(3) 選択

□

109 運送コード 運送の詳細を表すコード
任意（当事者間で決定）：トラック・貨車ナンバー等

X(10) 選択

□

36 明細 明細行ナンバー 出荷確定情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
37 カートンＩＤ（開始） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択 □
38 カートンＩＤ（終了） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択

□
39 商品 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
40 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
41 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
42 ブランド ブランド ブランドを表すコード X(13) 選択 □
43 ブランド名 ブランド名称 N(20) 選択

□
44 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

45 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

46 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

47 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

48 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

49 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

50 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
51 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
52 商品属性

(原産地 )
原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード

　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

53 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  カナ表記 X(20) 選択 □
54 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択

□
55 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

56 商品属性
（生産者）

生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）
任意（当事者間で決定）

X(13) 選択

□

57 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
58 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
59 商品属性

(等級(品質))

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
60 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

61 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

62 商品属性
(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
63 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

64 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

65 明細 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

66 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

67 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

68 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

69 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

70 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

71 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

72 咲前区分（開花状況区分）商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

73 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

74 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

75 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

76 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
77 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(2) 選択

□

78 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

79 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

80 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

81 切り日 商品（切花）を切った年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
82 商品属性

（鉢物用）
鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分

（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）
X(2) 選択

□

83 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

84 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

85 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

86 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

87 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
88 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
89 出荷数量

関連
物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

90 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
91 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
92 入数 一口当りの入数 9(4) 必須 □
93 口数 ケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 S9(5) 必須 □
94 端数 物流容器単位での入数に満たなかった商品の数量 S9(5) 選択 □
95 数量 商品単位での数量

（数量＝「入数」×「口数」＋「端数」）
S9(5) 必須

□

96 台車段数 台車の段数を表す 9(2) 選択 □
97 希望単価 希望単価 商品1本当たり分の希望単価 9(9)V9(2) 選択 □
98 希望単価口数 「希望単価」適用時の為の最低受注数量 9(5) 選択

□
99 明細 受渡先

買参人
売渡先買参人コード 商品の注文をした買参人を表すコード X(13) 選択 □

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

100 売渡先買参人名（カナ） 商品の注文をした買参人の名称 カナ表記 X(35) 選択 □
101 売渡先買参人名（漢字） 商品の注文をした買参人の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
102 運賃計算 輸送単位規格区分 商品の輸送単位及び規格（大きさ、入数等）を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

103 輸送単位容器高 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の高さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

104 輸送単位容器長 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の長さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

105 輸送単位容器幅 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の幅（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

106 輸送関連 輸送区分 商品を輸送する際の方法を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

107 輸送温区分 商品を輸送する際の温度を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

108 運送区分 運送方法を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(2) 選択

□

109 輸送単位数量 商品の輸送単位（箱数、鉢数、集荷点数等）での数量
（輸送数量単位区分）

S9(5) 必須

□

110 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
111 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
112 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 出荷確定情報の明細の件数 9(5) 選択 □
113 上場単位

数量合計
口数合計 明細項目の口数合計（「口数」の総和） S9(5) 必須 □

114 端数合計 明細項目の端数合計（「端数」の総和） S9(5) 選択 □
115 数量合計 明細項目の数量合計（「数量」の総和） S9(5) 必須 □
116 運賃計算

数量合計
単箱数合計 「輸送単位規格区分」が単箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □

117 重箱数合計 「輸送単位規格区分」が重箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
118 鉢数合計 「輸送単位規格区分」が鉢を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
119 トレー数合計 「輸送単位規格区分」がトレーを表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
120 フラコン数合計 「輸送単位規格区分」がフラコンを表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
121 集荷点数合計 「輸送単位規格区分」が集荷点数を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
122 台車数合計 「輸送単位規格区分」が「台車」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
123 トラック台数合計 「輸送単位規格区分」が「トラック」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
124 輸送単位重量合計 「輸送単位規格区分」が「重量」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
125 その他輸送単位数量合計 「輸送単位規格区分」が「その他」の「輸送単位数量」の合計

内容は備考に記載する
S9(5) 選択

□

126 問い
合わせ先

問い合せ先電話番号 この情報に関する連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択 □
127 問い合せ先FAX番号 この情報に関する連絡・問い合せ先のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
128 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
129 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



５． 出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者）

　出荷確定商品の数量等の情報を出荷先に通知する（送り
状と同様の情報を商品が出荷先へ到着する前に通知）。
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０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 出荷確定情報ナンバー 出荷者が決めた出荷確定情報に振られる一意の番号（出報№）
（同一出荷元・同一出荷日で唯一無二の番号、記号）

X(11) 必須
□

2 元出荷確定情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の出荷確定情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 出荷年月日 出荷年月日 商品を出荷した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
11 元出荷年月日 訂正／取消する元の出荷確定情報の出荷年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
12 販売予定年

月日
販売予定年月日（自） 出荷元希望の販売（売立）開始予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □

13 販売予定年月日（至） 出荷元希望の販売（売立）終了予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
14 商品属性

(区分)
販売区分 商品に対し出荷元業者が希望する販売方法を表す区分

   0：委託販売
   1：予約相対販売

X(1) 選択

□

15 共・個撰区分 出荷元の精算方法を表す区分
　 0：共撰
　 1：個撰
　 5：県共計
　 6：個撰共販
　 9：買付

X(1) 選択

□

16 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 必須

□

17 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

18 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

19 市場 出荷先市場コード 出荷先市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択
□

20 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
21 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
22 出荷先 出荷先業者コード 出荷先の卸売を行う業者を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

23 出荷先業者名（カナ） 出荷先業者の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
24 出荷先業者名（漢字） 出荷先業者の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
25 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

26 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
27 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
28 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

29 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択
□

30 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

31 ﾍｯﾀﾞ 運送会社 運送会社コード 運送会社を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

32 運送会社名称（カナ） 運送会社の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
33 運送会社名称（漢字） 運送会社の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
34 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）

任意（当事者間で決定）
X(3) 選択

□

109 運送コード 運送の詳細を表すコード
任意（当事者間で決定）：トラック・貨車ナンバー等

X(10) 選択

□

36 明細 明細行ナンバー 出荷確定情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
37 カートンＩＤ（開始） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択 □
38 カートンＩＤ（終了） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択

□
39 商品 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
40 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
41 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
42 ブランド ブランド ブランドを表すコード X(13) 選択 □
43 ブランド名 ブランド名称 N(20) 選択

□
44 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

45 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

46 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

47 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

48 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

49 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

50 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
51 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
52 商品属性

(原産地 )
原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード

　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

53 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  カナ表記 X(20) 選択 □
54 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択

□
55 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

56 商品属性
（生産者）

生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）
任意（当事者間で決定）

X(13) 選択

□

57 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
58 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
59 商品属性

(等級(品質))

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
60 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

61 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

62 商品属性
(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
63 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

64 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

65 明細 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

66 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

67 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

68 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

69 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

70 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

71 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

72 咲前区分（開花状況区分）商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

73 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

74 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

75 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

76 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
77 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(2) 選択

□

78 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

79 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

80 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

81 切り日 商品（切花）を切った年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
82 商品属性

（鉢物用）
鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分

（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）
X(2) 選択

□

83 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

84 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

85 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

86 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

87 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
88 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
89 出荷数量

関連
物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

90 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
91 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
92 入数 一口当りの入数 9(4) 必須 □
93 口数 ケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 S9(5) 必須 □
94 端数 物流容器単位での入数に満たなかった商品の数量 S9(5) 選択 □
95 数量 商品単位での数量

（数量＝「入数」×「口数」＋「端数」）
S9(5) 必須

□

96 台車段数 台車の段数を表す 9(2) 選択 □
97 希望単価 希望単価 商品1本当たり分の希望単価 9(9)V9(2) 選択 □
98 希望単価口数 「希望単価」適用時の為の最低受注数量 9(5) 選択

□
99 明細 受渡先

買参人
売渡先買参人コード 商品の注文をした買参人を表すコード X(13) 選択 □

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



花きEDIﾒｯｾｰｼﾞ Version 3 Level 3  [4/4] 2002/7/11 11:15

０５．出荷確定情報（出荷者／運送事業者→卸売業者)
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

100 売渡先買参人名（カナ） 商品の注文をした買参人の名称 カナ表記 X(35) 選択 □
101 売渡先買参人名（漢字） 商品の注文をした買参人の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
102 運賃計算 輸送単位規格区分 商品の輸送単位及び規格（大きさ、入数等）を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

103 輸送単位容器高 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の高さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

104 輸送単位容器長 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の長さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

105 輸送単位容器幅 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の幅（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

106 輸送関連 輸送区分 商品を輸送する際の方法を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

107 輸送温区分 商品を輸送する際の温度を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

108 運送区分 運送方法を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(2) 選択

□

109 輸送単位数量 商品の輸送単位（箱数、鉢数、集荷点数等）での数量
（輸送数量単位区分）

S9(5) 必須

□

110 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
111 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
112 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 出荷確定情報の明細の件数 9(5) 選択 □
113 上場単位

数量合計
口数合計 明細項目の口数合計（「口数」の総和） S9(5) 必須 □

114 端数合計 明細項目の端数合計（「端数」の総和） S9(5) 選択 □
115 数量合計 明細項目の数量合計（「数量」の総和） S9(5) 必須 □
116 運賃計算

数量合計
単箱数合計 「輸送単位規格区分」が単箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □

117 重箱数合計 「輸送単位規格区分」が重箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
118 鉢数合計 「輸送単位規格区分」が鉢を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
119 トレー数合計 「輸送単位規格区分」がトレーを表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
120 フラコン数合計 「輸送単位規格区分」がフラコンを表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
121 集荷点数合計 「輸送単位規格区分」が集荷点数を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
122 台車数合計 「輸送単位規格区分」が「台車」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
123 トラック台数合計 「輸送単位規格区分」が「トラック」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
124 輸送単位重量合計 「輸送単位規格区分」が「重量」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
125 その他輸送単位数量合計 「輸送単位規格区分」が「その他」の「輸送単位数量」の合計

内容は備考に記載する
S9(5) 選択

□

126 問い
合わせ先

問い合せ先電話番号 この情報に関する連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択 □
127 問い合せ先FAX番号 この情報に関する連絡・問い合せ先のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
128 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
129 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



６． 入荷確定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）

　卸売御者では出荷確定情報をもとに、商品情報（入荷数
量、価格等）の調整を行い、仲卸業者等へ入荷確定情報と
して通知する。仲卸業者等は卸売業者からの入荷確定情報
を基に、小売業者へ販売する商品の情報（入荷数量、価格
等）を調整し、入荷確定情報として小売業者へ通知する。
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０６．入荷確定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 入荷確定情報ナンバー 卸売業者が決めた入荷確定情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
2 元入荷確定情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の入荷確定情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 出荷年月日 出荷年月日 商品を出荷した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
11 元出荷年月日 訂正／取消する元の入荷確定情報の出荷年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
12 販売予定年

月日
販売予定年月日（自） 出荷元希望の販売（売立）開始予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □

13 販売予定年月日（至） 出荷元希望の販売（売立）終了予定日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
14 商品属性

(区分)
販売区分 商品に対し出荷元業者が希望する販売方法を表す区分

青果物流通情報処理協議会
   0：委託販売
   1：予約相対販売

X(1) 選択

□

15 共・個撰区分 出荷元の精算方法を表す区分
青果物流通情報処理協議会
　 0：共撰
　 1：個撰
　 5：県共計
　 6：個撰共販
　 9：買付　　　　（ベジフルシステムに準拠）

X(1) 選択

□

16 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 必須

□

17 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

18 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

19 市場 出荷先市場コード 出荷先市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

20 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
21 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
22 販売元 販売元業者コード 販売元の卸売を行う業者を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
メッセージの方向が卸売業者→仲卸業者の場合：卸売業者を記載
メッセージの方向が仲卸業者→小売業者の場合：仲卸業者を記載

X(13) 必須

□

23 販売元業者名（カナ） 販売元業者の名称　カナ表記
メッセージの方向が卸売業者→仲卸業者の場合：卸売業者を記載
メッセージの方向が仲卸業者→小売業者の場合：仲卸業者を記載

X(35) 選択

□

24 販売元業者名（漢字） 販売元業者の名称　漢字表記
メッセージの方向が卸売業者→仲卸業者の場合：卸売業者を記載
メッセージの方向が仲卸業者→小売業者の場合：仲卸業者を記載

N(35) 選択

□

25 出荷元 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

26 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
27 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０６．入荷確定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

28 ﾍｯﾀﾞ 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

29 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択

□

30 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択

□

31 運送会社 運送会社コード 運送会社を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

32 運送会社名称（カナ） 運送会社の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
33 運送会社名称（漢字） 運送会社の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
34 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）

任意（当事者間で決定）
X(3) 選択

□

111 運送コード 運送の詳細を表すコード
任意（当事者間で決定）：トラック・貨車ナンバー等

X(10) 選択

□

36 明細 明細行ナンバー 入荷確定情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
37 入荷番号 商品単位のロット№

利用者にて自由設定
X(10) 選択

□

38 相対可能区分 商品に対し、相対取引を許可するか禁止するかを表す区分
   0：相対可能
   1：相対禁止

X(1) 選択

□

39 カートンＩＤ（開始） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択 □
40 カートンＩＤ（終了） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択

□
41 商品 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
42 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
43 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
44 ブランド ブランド ブランドを表すコード X(13) 選択 □
45 ブランド名 ブランド名称 N(20) 選択

□
46 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

47 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

48 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

49 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

50 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

51 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

52 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
53 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
54 商品属性

(原産地 )
原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード

　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

55 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  カナ表記 X(20) 選択 □
56 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択

□
57 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

58 商品属性
（生産者）

生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）　　任意（当事者間で決定） X(13) 選択 □
59 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
60 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０６．入荷確定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

61 明細 商品属性
(等級(品質))

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
62 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

63 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

64 商品属性
(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
65 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

66 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

67 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

68 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

69 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

70 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

71 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

72 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

73 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

74 咲前区分（開花状況区分）商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

75 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

76 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

77 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

78 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
79 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

80 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

81 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

82 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

83 切り日 商品（切花）を切った年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
84 商品属性

（鉢物用）
鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分

（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）
X(2) 選択

□

85 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

86 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

87 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

88 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

89 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
90 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
91 出荷数量

関連
物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

92 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
93 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０６．入荷確定情報（卸売業者→仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

94 明細 出荷数量
関連

入数 一口当りの入数 9(4) 必須 □
95 口数 ケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 S9(5) 必須 □
96 端数 物流容器単位での入数に満たなかった商品の数量 S9(5) 選択 □
97 数量 商品単位での数量

（数量＝「入数」×「口数」＋「端数」）
S9(5) 必須

□

98 台車段数 台車の段数を表す 9(2) 選択 □
99 希望単価 希望単価 商品1本当たり分の希望単価 9(9)V9(2) 選択 □

100 希望単価口数 「希望単価」適用時の為の最低受注数量 9(5) 選択
□

101 受渡先
買参人

売渡先買参人コード 商品の注文をした買参人を表すコード X(13) 選択 □
102 売渡先買参人名（カナ） 商品の注文をした買参人の名称 カナ表記 X(35) 選択 □
103 売渡先買参人名（漢字） 商品の注文をした買参人の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
104 運賃計算 輸送単位規格区分 商品の輸送単位及び規格（大きさ、入数等）を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

105 輸送単位容器高 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の高さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

106 輸送単位容器長 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の長さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

107 輸送単位容器幅 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の幅（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

108 輸送関連 輸送区分 商品を輸送する際の方法を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

109 輸送温区分 商品を輸送する際の温度を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

110 運送区分 運送方法を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(2) 選択

□

111 輸送単位数量 商品の輸送単位（箱数、鉢数、集荷点数等）での数量
（輸送数量単位区分）

S9(5) 必須

□

112 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
113 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
114 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 入荷確定情報の明細の件数 9(5) 選択 □
115 上場単位

数量合計
口数合計 明細項目の口数合計（「口数」の総和） S9(5) 必須 □

116 端数合計 明細項目の端数合計（「端数」の総和） S9(5) 選択 □
117 数量合計 明細項目の数量合計（「数量」の総和） S9(5) 必須 □
118 運賃計算

数量合計
単箱数合計 「輸送単位規格区分」が単箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □

119 重箱数合計 「輸送単位規格区分」が重箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
120 鉢数合計 「輸送単位規格区分」が鉢を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
121 トレー数合計 「輸送単位規格区分」がトレーを表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
122 フラコン数合計 「輸送単位規格区分」がフラコンを表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
123 集荷点数合計 「輸送単位規格区分」が集荷点数を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
124 台車数合計 「輸送単位規格区分」が「台車」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
125 トラック台数合計 「輸送単位規格区分」が「トラック」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
126 輸送単位重量合計 「輸送単位規格区分」が「重量」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
127 その他輸送単位数量合計 「輸送単位規格区分」が「その他」の「輸送単位数量」の合計

内容は備考に記載する
S9(5) 選択

□

128 問い
合わせ先

問い合せ先電話番号 この情報に関する連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択 □
129 問い合せ先FAX番号 この情報に関する連絡・問い合せ先のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
130 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
131 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



７． 分荷決定情報（卸売業者→仲卸業者等）

　仲卸業者等からの発注に対し注文品の引当結果を通知す
る。また、注文数量に満たない場合には品切れ情報を併せ
て通知する。
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０７．分荷決定情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 分荷決定情報ナンバー 取扱元卸売業者が決めた分荷決定情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
2 元分荷決定情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の分荷決定情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択 □

8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 年月日 分荷決定年月日 分荷決定した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
11 元分荷決定年月日 訂正／取消する元の発注情報の発注年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
12 支払年月日 発注元の支払予定年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
13 発注年月日 発注の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
14 納品指定年月日 納品指定の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
15 希望納品時刻 発注元の希望する納品時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
16 分荷決定

情報通知
分荷決定情報通知年月日 情報を通知した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □

17 分荷決定情報通知時刻 情報を通知した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
18 企画 企画区分 定番、特売を表す区分

任意（当事者間で決定）
X(9) 選択

□

19 企画名称（カナ） 発注企画形態の名称  カナ表記
（例、ﾃｲﾊﾞﾝ、ﾄｸﾊﾞｲ、等）

X(35) 選択
□

20 企画名称（漢字） 発注企画形態の名称  漢字表記
（例、定番、特売、等）

N(35) 選択
□

21 伝票種類区分 伝票の種類を表す区分（専用帳票、JCA伝票、等）
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択
□

22 発注情報ナンバー 発注元が決めた発注情報に振られる一意の番号 X(11) 選択 □
23 納品関連 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）

任意（当事者間で決定）
X(3) 選択

□

24 納品区分 店舗直納品、センター経由納品等を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択
□

25 引渡区分 商品の引渡の方法を表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：配達
  1：引き取り

X(3) 選択

□

26 発注企業
関連

発注企業コード 発注企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

27 発注企業名称（カナ） 発注企業の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
28 発注企業名称（漢字） 発注企業の名称  漢字表記 N(35) 選択 □
29 発注企業部課コード 出荷先の卸売を行う業者を表すコード

＊拠点分荷の場合は、最終販売先の出荷先業者を表す
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

30 発注企業部課名称
（カナ）

出荷先業者の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
31 発注企業部課名称

（漢字）
出荷先業者の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
32 発注企業店舗コード 出荷者（県連等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

33 発注企業店舗名称
（カナ）

最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
34 発注企業店舗名称

（漢字）
最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０７．分荷決定情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

35 ﾍｯﾀﾞ 発注企業
関連

発注担当者コード 発注担当者を表すコード
任意（当事者間で決定）

X(4) 選択

□

36 発注担当者名称（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(20) 選択

□

37 発注担当者名称（漢字） 発注担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択
□

38 発注担当者電話番号 発注企業の発注担当者の電話番号 X(20) 選択
□

39 発注企業の分類コード 商品の分類・クラス・ライン売場等を表すコード
任意（当事者間で決定）

X(15) 選択

□

40 発注企業の分類名称
（カナ）

商品の分類・クラス・ライン売場等の名称  カナ表記 X(15) 選択 □
41 発注企業の分類名称

（漢字）
商品の分類・クラス・ライン売場等の名称  漢字表記 N(15) 選択

□
42 発注企業所属組合コード 仲卸等の所属組合を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

43 発注企業所属組合名
（カナ）

仲卸等の所属組合名　カナ表記 X(35) 選択 □
44 発注企業所属組合名

（漢字）
仲卸等の所属組合名　漢字表記 N(35) 選択

□
45 発注最終送信元コード 発注データの最終送信元コード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

46 納品先関連 納品先コード 納品先を表すコード（発注企業の店舗、倉庫等を含む）
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
部課コード含む

X(13) 必須

□

47 納品先名称（カナ） 納品先の企業の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
48 納品先名称（漢字） 納品先の企業の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
49 納品先部課コード 納品先の店舗売場、本部課等を表すコード

任意(当事者間で決定)
X(13) 選択

□

50 納品先部課名称（カナ） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
51 納品先部課名称（漢字） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
52 納品先担当者コード 納品先担当者を表すコード

任意（当事者間で決定）
X(4) 選択

□

53 納品先担当者名称
（カナ）

納品先担当者の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
54 納品先担当者名称

（漢字）
納品先担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
55 納品先電話番号 納品先企業の電話番号 X(20) 選択 □
56 納品先ＦＡＸ番号 納品先企業のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
57 納品先住所（カナ） 納品先の住所  カナ表記 X(30) 選択 □
58 納品先住所（漢字） 納品先の住所  漢字表記 N(35) 選択

□
59 受注企業

関連
(卸売業者)

受注企業コード 受注企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

60 受注企業名称（カナ） 受注企業の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
61 受注企業名称（漢字） 受注企業の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
62 受注企業事業所コード 受注企業の受注事業所を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

63 受注企業事業所名称
（カナ）

受注企業の受注事業所の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
64 受注企業事業所名称

（漢字）
受注企業の受注事業所の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
65 受注企業部課コード 受注企業の部課等を表すコード

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

66 受注企業部課名称
（カナ）

受注企業の部課等の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
67 受注企業部課名称

（漢字）
受注企業部課等の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
68 受注担当者コード 受注担当者を表すコード

任意（当事者間で決定）
X(4) 選択

□

69 受注担当者名称（カナ） 受注担当者の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
70 受注担当者名称（漢字） 受注担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
71 受注企業担当者電話番号 受注企業の担当者の電話番号 X(20) 選択 □
72 売買参加者コード 売買参加者の登録ナンバー

任意（当事者間で決定）
X(6) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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73 ﾍｯﾀﾞ 請求先企業
関連

請求先企業コード 請求先企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

74 (仲卸業者等) 請求先企業名称（カナ） 請求先企業の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
75 請求先企業名称（漢字） 請求先企業の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
76 受渡先

買参人
売渡先買参人コード 商品の注文をした買参人を表すコード X(13) 選択 □

77 売渡先買参人名（カナ） 商品の注文をした買参人の名称 カナ表記 X(35) 選択 □
78 売渡先買参人名（漢字） 商品の注文をした買参人の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
79 請求先企業所属組合

コード
仲卸等の所属組合を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択
□

80 請求先企業所属組合名
（カナ）

仲卸等の所属組合の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
81 請求先企業所属組合名

（漢字）
仲卸等の所属組合の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
82 運送会社 運送会社コード 運送会社を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

83 運送会社名称（カナ） 運送会社の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
84 運送会社名称（漢字） 運送会社の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
85 出荷確定情報ナンバー 出荷者が決めた出荷確定情報に振られる一意の番号（出報№）

（同一出荷元・同一出荷日で唯一無二の番号、記号）
X(11) 選択

□

86 明細 明細行ナンバー 分荷決定情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
87 発注情報明細行ナンバー 発注情報の明細単位に振られる番号 9(5) 選択 □
88 出荷確定情報明細

行ナンバー
出荷確定情報の明細行№ 9(5) 選択 □

89 入荷番号 商品単位のロット№
利用者にて自由設定

X(10) 選択
□

90 カートンＩＤ（開始） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択 □
91 カートンＩＤ（終了） 物流バーコードのカートンＩＤ X(6) 選択 □
92 販売年月日 商品を販売した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須

□
93 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード

（日本花き取引コードに準ずる）
X(2) 必須

□

94 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

95 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

96 商品 商品コード 商品を表すコード
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 必須
□

97 商品名（カナ） 商品の名称  カナ表記 X(30) 選択 □
98 商品名（漢字） 商品の名称  漢字表記 N(30) 選択

□
99 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（日本花き取引コードに準ずる）
X(5) 選択

□

100 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、 02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

101 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

102 系統名称（カナ） 商品の系統の名称　カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

103 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択
□

104 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称　カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

105 出荷元 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

106 出荷元名-1（カナ） 出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
107 出荷元名-1（漢字） 出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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108 明細 出荷元 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

109 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択

□

110 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択

□

111 荷印 荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
112 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
113 生産者 生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

114 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
115 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
116 商品属性

(等級(品質))
等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □

117 等級（品質）名称
（カナ）

商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □
118 等級（品質）名称

（漢字）
商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択

□
119 商品属性

(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
120 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

121 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

122 商品属性
(原産地)

原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード
　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

123 原産地名（カナ） 商品の栽培時の土壌を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(20) 選択

□

124 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択
□

125 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード
　０：国産品、１：輸入品

X(1) 選択

□

126 商品属性
（区分）

販売区分 商品に対し出荷先業者が示した条件を表す区分（販売区分／予約相対区分）
　 0：せり
　 1：予約相対取引
　 2：相対取引

X(1) 必須

□

127 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

128 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(1) 選択

□

129 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

130 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(1) 選択

□

131 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

132 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

133 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

134 咲前区分
（開花状況区分）

商品出荷時の開花状況を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

135 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

136 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

137 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

138 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
139 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０７．分荷決定情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

140 明細 商品属性
(切花/鉢物)

用途区分 商品の使用目的を表す区分

生鮮食品等EDI標準
  0：指定なし（通常）
  1：造園用
  2：撮影用
  3：教材用
  4：茶花
  5：サンプル
  6：展示用
  7：ディスプレー用
  8：冠婚葬祭用
  9：花束用
 10：アレンジ用
 99：その他

X(2) 選択

□

141 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

142 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

143 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

144 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 出荷時の仕立てを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

145 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

146 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

147 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

148 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

149 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
150 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択 □
151 輸送区分 商品輸送時の保存方法を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(2) 選択

□

152 分荷関連 分荷単位区分 分荷企業の指定する分荷単位を表す区分
任意（当事者間で決定）
（例、1：キロ、2：ハコ、３：ホン、４：ハチ、5：ソク）

X(3) 選択

□

153 分荷単位名称（カナ） 分荷企業の指定する分荷単位の名称  カナ表記
（例、ｷﾛ：キロ、ﾊｺ：箱、ﾎﾝ：本、ﾊﾁ：鉢、ｿｸ：束）

X(5) 選択

□

154 分荷単位数 分荷単位名称に対応した分荷単位の数
（例、20：20箱、30：30本、40：40鉢）

9(4) 必須

□

155 分荷単位入数 分荷単位当りの入数
（切花：本数、鉢物：鉢数）

9(4) 必須

□

156 分荷単位入数区分 分荷単位入数の単位を表す区分
任意（当事者間で決定）
（例、５：本、６：鉢）

X(2) 選択

□

157 分荷数量 「分荷単位数」を１とした時の分荷数
（分荷数量＝「分荷単位数」×「分荷単位入数」）

S9(6) 必須

□

158 数量限定 分荷の可否の目安となる希望数量
希望数量がそろわなければ分荷を行わない

9(6) 選択

□

159 売場ナンバー 売場を表すナンバー　　任意（当事者間で決定） X(3) 選択 □
160 置場コード 品物の置場を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(13) 選択 □
161 売番 せりの順番（移動競売の順番） 9(4) 選択 □
162 せり単位 出荷した商品がせりにかけられる単位 9(4) 必須 □
163 単価 個単価 商品単位（１本、１鉢等）での単価

※口単価との選択必須とします
9(9)V9(2) 選択必須

□

164 口単価 商品のせり単位での単価
※個単価との選択必須とします

9(9) 選択必須

□

165 売価金額 取扱元が指定する売価金額
（売価金額＝「数量」×「個単価」）または
（売価金額＝「口数」×「口単価」）
※個単価に小数点付き数値を使用する場合、金額の端数処理は四捨五入を推奨

S9(10) 必須

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０７．分荷決定情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

166 明細 税関連 税区分 税の対象形態を表す区分
流通標準EDI（JEDICOS)
　 1：外税
　 2：内税
　 3：非課税
　 4：不課税

X(1) 選択

□

167 税率 消費税率（％） 9(2)V9(3) 選択
□

168 納品形態 納品形態区分 商品の納品形態を表す区分
生鮮食品等EDI標準
　 0：ケース
　 1：ピース
　 2：コンテナ
　 3：アソート
　 4：混載
　99：その他

X(2) 選択

□

169 納品形態名称（カナ） 商品の納品形態の名称 カナ表記
（例、ｹｰｽ、ﾋﾟｰｽ、ｺﾝﾃﾅ、ｱｿｰﾄ、ｺﾝｻｲ、等）

X(10) 選択

□

170 納品形態名称（漢字） 商品の納品形態の名称  漢字表記
（例、ケース、ピース、コンテナ、アソート、混載、等）

N(5) 選択

□

171 物流容器 物流容器区分 物流容器の種別を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(3) 選択

□

172 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
173 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
174 置場コード 品物の置場を表すコード(当事者間で決定) X(13) 選択

□
175 取扱元卸売

業者関連
（卸）

取扱元卸売業者支店
コード

取扱元の卸売業者の支店を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

176 取扱元卸売業者支店名
（カナ）

取扱元卸売業者の支店の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
177 取扱元卸売業者支店名

（漢字）
取扱元卸売業者の支店の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
178 取扱元卸売業者担当

部署コード
取扱元卸売業者の担当部署を表すコード
任意（当事者間で決定）

X(4) 選択

□

179 取扱元卸売業者担当
部署名（カナ）

取扱元卸売業者の担当部署名称　カナ表記 X(10) 選択 □
180 取扱元卸売業者担当

部署名（漢字）
取扱元卸売業者の担当部署名称　漢字表記 N(5) 選択

□
181 担当者コード セリ、又は分荷担当者を表すコード

任意(当事者間で決定)
X(4) 選択

□

182 担当者名（カナ） セリ、又は分荷担当者の名前  カナ表記 X(35) 選択 □
183 担当者名（漢字） セリ、又は分荷担当者の名前  漢字表記 N(20) 選択

□
184 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
185 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
186 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 分荷決定情報の明細の件数 9(5) 選択 □
187 合計関連 売価金額合計 売価金額の合計額（税抜き）（｢売価金額」の総和） S9(11) 選択 □
188 税額 税金の合計金額（消費税に使用）（四捨五入） S9(9) 選択 □
189 売価金額合計（税込） 売価金額合計（税込）＝「売価金額合計」＋「税額」 S9(11) 選択 □
190 フラコン補助券利用料 フラコン補助券の利用金額 S9(11) 選択

□
191 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
192 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



０８． 納品情報（仲卸業者等→小売業者等）

　仲卸業者等から小売業者へ納品情報を通知する。
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０８．納品情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 納品情報ナンバー 納品元が決めた納品情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
2 元伝票ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の伝票ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 年月日 発注年月日 発注した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）

（発注情報の発注年月日）
X(8) 必須

□

11 希望納品時刻 発注元の希望する納品時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
12 予定納品年月日 納品予定年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
13 予定納品時刻 納品予定時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択

□
14 企画 企画区分 定番、特売を示す区分  任意（当事者間で決定） X(9) 選択 □
15 企画名称（カナ） 発注企画形態の名称  カナ表記

（例、ﾃｲﾊﾞﾝ、ﾄｸﾊﾞｲ、等）
X(35) 選択

□

16 企画名称（漢字） 発注企画形態の名称  漢字表記
（例、定番、特売、等）

N(35) 選択

□

17 伝票種類区分 伝票の種類を表す区分（専用伝票、JCA伝票、等）
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択

□

18 納品関連 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択

□

19 発注情報ナンバー 発注元が決めた発注情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
20 納品区分 店舗直納品、センター経由納品等を表す区分  任意（当事者間で決定） X(3) 選択 □
21 引渡区分 商品の引渡の方法を表す区分

生鮮食品等EDI標準
  0：配達
  1：引き取り

X(3) 選択

□

22 発注企業
関連

発注企業コード 発注企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

23 発注企業名称（カナ） 発注企業の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
24 発注企業名称（漢字） 発注企業の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
25 発注企業部課コード 発注企業の店舗売場、本部課等を表すコード  任意(当事者間で決定) X(13) 選択 □
26 発注企業部課名称

（カナ）
発注企業の店舗売場、本部課等の名称　カナ表記 X(35) 選択 □

27 発注企業部課名称
（漢字）

発注企業の店舗売場、本部課等の名称　漢字表記 N(35) 選択
□

28 発注企業店舗コード 発注を行った企業の店舗を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

29 発注企業店舗名称
（カナ）

発注企業の店舗の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
30 発注企業店舗名称

（漢字）
発注企業の店舗の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
31 発注担当者コード 発注担当者を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
32 発注担当者名称（カナ） 発注担当者の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
33 発注担当者名称（漢字） 発注担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
34 発注担当者電話番号 発注企業の発注担当者の電話番号 X(20) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０８．納品情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

35 ﾍｯﾀﾞ 発注企業
関連

発注企業の分類コード 商品の分類・クラス・ライン売場等を表すコード　　任意(当事者間で決定) X(15) 選択 □
36 発注企業の分類名称

（カナ）
商品の分類・クラス・ライン売場等の名称　カナ表記 X(15) 選択 □

37 発注企業の分類名称
（漢字）

商品の分類・クラス・ライン売場等の名称　漢字表記 N(15) 選択
□

38 発注企業所属組合コード 仲卸等の所属組合を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

39 発注企業所属組合名
（カナ）

仲卸等の所属組合名　カナ表記 X(35) 選択 □
40 発注企業所属組合名

（漢字）
仲卸等の所属組合名　漢字表記 N(35) 選択

□
41 発注最終送信元コード 発注データの最終送信元コード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

42 納品先関連 納品形態区分 商品の納品形態を表す区分
生鮮食品等EDI標準
　 0：ケース
　 1：ピース
　 2：コンテナ
　 3：アソート
　 4：混載
　99：その他

X(2) 選択

□

43 納品形態名称（カナ） 商品の納品形態を表す名称　カナ表記
（例、ｹｰｽ、ﾋﾟｰｽ、ｺﾝﾃﾅ、ｱｿｰﾄ、ｺﾝｻｲ、等）

X(10) 選択

□

44 納品形態名称（漢字） 商品の納品形態を表す名称　漢字表記
（例、ケース、ピース、コンテナ、アソート、混載、等）

N(5) 選択

□

45 納品先コード 納品先を表すコード（発注企業の店舗、倉庫等を含む）
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

46 納品先名称（カナ） 納品先の企業の名称　カナ表記（発注企業の店舗、倉庫等を含む） X(35) 選択 □
47 納品先名称（漢字） 納品先の企業の名称　漢字表記（発注企業の店舗、倉庫等を含む） N(35) 選択

□
48 納品先部課コード 納品先の店舗売場、本部課等を表すコード　　任意(当事者間で決定) X(13) 選択 □
49 納品先部課名称（カナ） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
50 納品先部課名称（漢字） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
51 納品先担当者コード 納品先担当者を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
52 納品先担当者名称

（カナ）
納品先担当者の名称  カナ表記 X(20) 選択 □

53 納品先担当者名称
（漢字）

納品先担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択
□

54 納品先電話番号 納品先企業の電話番号 X(20) 選択 □
55 納品先ＦＡＸ番号 納品先企業のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
56 納品先住所（カナ） 納品先の住所  カナ表記 X(30) 選択 □
57 納品先住所（漢字） 納品先の住所  漢字表記 N(35) 選択

□
58 受注企業

関連
受注企業コード 納品企業を表すコード（受注側企業コード）

 （グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

59 受注企業名称（カナ） 納品企業の名称　カナ表記（受注企業の名称） X(35) 選択 □
60 受注企業名称（漢字） 納品企業の名称　漢字表記（受注企業の名称） N(35) 選択

□
61 受注企業事業所コード 納品企業の事業所を表すコード（受注企業の受注元事業所）

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

62 受注企業事業所名称
（カナ）

納品企業の事業所の名称　カナ表記（受注企業の受注元事務所名称） X(35) 選択 □
63 受注企業事業所名称

（漢字）
納品企業の事業所の名称　漢字表記（受注企業の受注元事務所名称） N(35) 選択

□
64 受注企業電話番号 納品企業の電話番号 X(20) 選択 □
65 受注企業ＦＡＸ番号 納品企業のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
66 受注企業部課コード 受注企業の部課等を表すコード

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

67 受注企業部課名称
（カナ）

受注企業の部課等の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
68 受注企業部課名称

（漢字）
受注企業部課等の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
69 受注担当者コード 受注担当者を表すコード

任意（当事者間で決定）
X(4) 選択

□

70 受注担当者名称（カナ） 受注担当者の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
71 受注担当者名称（漢字） 受注担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０８．納品情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

72 ﾍｯﾀﾞ 受注企業
関連

受注企業担当者電話番号 受注企業の担当者の電話番号 X(20) 選択 □
73 売買参加者コード 売買参加者の登録ナンバー

任意（当事者間で決定）
X(6) 選択

□

74 請求先企業
関連

請求先企業コード 請求先企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

75 請求先企業名称（カナ） 請求先企業の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
76 請求先企業名称（漢字） 請求先企業の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
77 請求先企業担当者

電話番号
請求先企業の担当者の電話番号 X(20) 選択 □

78 運送会社 運送区分 運送方法を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(2) 選択

□

79 運送会社コード 運送会社を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

80 運送会社名称（カナ） 運送会社の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
81 運送会社名称（漢字） 運送会社の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
82 運送コード 運送の詳細を表すコード

任意（当事者間で決定）：トラック・貨車ナンバー等
X(10) 選択

□

83 明細 明細行ナンバー 納品情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
84 発注情報明細行ナンバー 発注情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須

□
85 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード

（日本花き取引コードに準ずる）
X(2) 必須

□

86 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

87 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

88 商品 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
89 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
90 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
91 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（日本花き取引コードに準ずる）
X(5) 選択

□

92 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、 02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

93 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

94 系統名称（カナ） 商品の系統の名称　カナ表記
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

95 商品属性
(色彩)

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

96 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称　カナ表記
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

97 出荷元 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

98 出荷元名-1（カナ） 出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
99 出荷元名-1（漢字） 出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
100 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

101 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
102 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
103 荷印 荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
104 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
105 生産者 生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

106 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
107 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０８．納品情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

108 明細 商品属性
(等級(品質))

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
109 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

110 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

111 商品属性
(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
112 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

113 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

114 商品属性
(原産地)

原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード X(3) 選択 □
115 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）　カナ表記 X(20) 選択 □
116 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）　漢字表記 N(10) 選択

□
117 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

118 商品属性
（区分）

販売区分 商品に対し出荷先業者が示した条件を表す区分（販売区分／予約相対区分）
　 0：せり
　 1：予約相対取引
　 2：相対取引

X(1) 必須

□

119 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

120 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(1) 選択

□

121 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

122 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

123 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

124 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

125 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

126 咲前区分（開花状況区分）商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

127 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

128 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

129 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

130 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
131 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

132 用途区分 商品の使用目的を表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：指定なし（通常）
  1：造園用
  2：撮影用
  3：教材用
  4：茶花
  5：サンプル
  6：展示用
  7：ディスプレー用
  8：冠婚葬祭用
  9：花束用
 10：アレンジ用
 99：その他

X(2) 選択

□

133 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

134 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

135 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０８．納品情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

136 明細 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 出荷時の仕立てを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

137 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

138 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

139 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

140 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

141 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
142 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択 □
143 輸送区分 商品輸送時の保存方法を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(2) 選択

□

144 発注関連 発注単位区分 発注企業の指定する発注単位を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(3) 必須

□

145 発注単位名称（カナ） 発注元の指定する発注単位の名称　カナ表記 X(5) 選択
□

146 発注単位数 発注単位名称に対応した発注単位の数 9(4) 選択 □
147 発注単位入数 発注単位当りの入数 9(4) 選択 □
148 発注単位入数区分 発注単位入数の単位を表す区分

任意（当事者間で決定）
X(2) 選択

□

149 発注数量 商品の発注数（発注情報の発注数量） S9(6) 選択
□

150 納品関連 納品単位区分 納品企業の指定する納品単位を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択

□

151 納品単位名称（カナ） 納品企業の指定する納品単位の名称  カナ表記 X(5) 選択
□

152 納品単位数 納品単位名称に対応した納品単位の数 9(4) 必須 □
153 納品単位入数 納品単位当りの入数

（切花：本数、鉢物：鉢数）
9(4) 必須

□

154 納品単位入数区分 納品単位入数の単位を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(2) 選択

□

155 納品数量 「納品単位数」を１とした時の納品数
（納品数量＝「納品単位数」×「納品単位入数」）

S9(6) 必須

□

156 数量限定 発注の可否の目安となる希望数量
※希望数量がそろわなければ発注を行わない

9(6) 選択

□

157 単価 商品の原価単価 9(9)V9(2) 選択 □
158 単価指定 商品の値段が合えば購入する基準の単価（単価の上限） 9(9)V9(2) 選択 □
159 売単価 商品の売価単価 9(9) 選択 □
160 希望原価金額 商品の希望原価金額

（希望原価金額＝「発注数量」×「希望単価」）
S9(10) 選択

□

161 売価金額 発注元が指定する売価金額
（売価金額＝「発注数量」×「売単価」）

S9(10) 選択

□

162 税関連 税区分 税の対象形態を表す区分
流通標準EDI（JEDICOS）
　 1：外税
　 2：内税
　 3：非課税
　 4：不課税

X(1) 選択

□

163 税率 消費税率（％） 9(2)V9(3) 選択
□

164 物流容器 物流容器区分 物流容器の種別を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(3) 選択

□

165 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
166 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
167 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
168 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０８．納品情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

169 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 納品情報の明細の件数 9(5) 選択 □
170 合計関連 納品金額合計 売価金額の合計額（税抜き） S9(11) 必須 □
171 税額 税金の合計金額（消費税に使用）

（端数計算は当事者間で決定）
S9(9) 選択

□

172 納品金額合計（税込） 納品金額合計（税込）＝「納品金額合計」＋「税額」 S9(11) 選択
□

173 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
174 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



０９． 受領情報（小売業者→仲卸業者等）

　納品情報に対する商品受領（検品結果）の情報。腐敗
等の事故があった場合、その情報も併せて通知する。
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０９．受領情報（小売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 伝票ナンバー 受領元が決めた受領情報に振られる一意の番号
※当項目の使用は当事者間で決定とします。

X(11) 必須
□

2 元伝票ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の伝票ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 年月日 発注年月日 発注した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）

（発注情報の発注年月日）
X(8) 必須

□

11 納品年月日 商品を受領した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須
□

12 企画 企画区分 定番、特売を示す区分　　任意（当事者間で決定） X(9) 選択 □
13 企画名称（カナ） 発注企画形態の名称  カナ表記

（例、ﾃｲﾊﾞﾝ、ﾄｸﾊﾞｲ、等）
X(35) 選択

□

14 企画名称（漢字） 発注企画形態の名称  漢字表記
（例、定番、特売、等）

N(35) 選択
□

15 伝票種類区分 伝票の種類を表す区分（専用伝票、JCA伝票、等）
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択
□

16 納品関連 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）　　任意（当事者間で決定） X(3) 選択 □
17 発注情報ナンバー 発注元が決めた発注情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
18 納品区分 店舗直納品、センター経由納品等を表す区分　　任意（当事者間で決定） X(3) 選択 □
19 引渡区分 商品の引渡の方法を表す区分

生鮮食品等EDI標準
  0：配達
  1：引き取り

X(3) 選択

□

20 発注企業
関連

発注企業コード 発注企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択
□

21 発注企業名称（カナ） 発注企業の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
22 発注企業名称（漢字） 発注企業の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
23 発注企業部課コード 発注企業の店舗売場、本部課等を表すコード  任意(当事者間で決定) X(13) 選択 □
24 発注企業部課名称

（カナ）
発注企業の店舗売場、本部課等の名称　カナ表記 X(35) 選択 □

25 発注企業部課名称
（漢字）

発注企業の店舗売場、本部課等の名称　漢字表記 N(35) 選択
□

26 発注企業店舗コード 発注を行った企業の店舗を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択
□

27 発注企業店舗名称
（カナ）

発注企業の店舗の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
28 発注企業店舗名称

（漢字）
発注企業の店舗の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
29 発注担当者コード 発注担当者を表すコード　任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
30 発注担当者名称（カナ） 発注担当者の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
31 発注担当者名称（漢字） 発注担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
32 発注担当者電話番号 発注企業の発注担当者の電話番号 X(20) 選択

□
33 発注企業の分類コード 商品の分類・クラス・ライン売場等を表すコード

任意(当事者間で決定)
X(15) 選択

□

34 発注企業の分類名称
（カナ）

商品の分類・クラス・ライン売場等の名称　カナ表記 X(15) 選択 □
35 発注企業の分類名称

（漢字）
商品の分類・クラス・ライン売場等の名称　漢字表記 N(15) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０９．受領情報（小売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

36 ﾍｯﾀﾞ 納品形態区分 商品の納品形態を表す区分
生鮮食品等EDI標準
　 0：ケース
　 1：ピース
　 2：コンテナ
　 3：アソート
　 4：混載
　99：その他

X(2) 選択

□

37 納品形態名称（カナ） 商品の納品形態を表す名称　カナ表記
（例、ｹｰｽ、ﾋﾟｰｽ、ｺﾝﾃﾅ、ｱｿｰﾄ、ｺﾝｻｲ、等）

X(10) 選択
□

38 納品形態名称（漢字） 商品の納品形態を表す名称　漢字表記
（例、ケース、ピース、コンテナ、アソート、混載、等）

N(5) 選択
□

39 納品先コード 納品先を表すコード（発注企業の店舗、倉庫等を含む）
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

40 納品先名称（カナ） 発注データの最終送信元コード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(35) 選択

□

41 納品先名称（漢字） 納品先の企業の名称　漢字表記（発注企業の店舗、倉庫等を含む） N(35) 選択
□

42 納品先部課コード 納品先の店舗売場、本部課等を表すコード
任意(当事者間で決定)

X(13) 選択
□

43 納品先部課名称（カナ） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
44 納品先部課名称（漢字） 納品先の店舗売場、本部課等の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
45 納品先担当者名称

（漢字）
納品先担当者の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
46 納品先電話番号 納品先企業の電話番号 X(20) 選択 □
47 納品先ＦＡＸ番号 納品先企業のＦＡＸ番号 X(20) 選択

□
48 納品先住所（カナ） 納品先の住所  カナ表記 X(30) 選択 □
49 納品先住所（漢字） 納品先の住所  漢字表記 N(35) 選択

□
50 受注企業

関連
受注企業コード 納品企業を表すコード（受注側企業コード）

 （グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

51 受注企業名称（カナ） 納品企業の名称　カナ表記（受注企業の名称） X(35) 選択 □
52 受注企業名称（漢字） 納品企業の名称　漢字表記（受注企業の名称） N(35) 選択

□
53 運送会社 運送区分 運送方法を表す区分

任意（当事者間で決定）
X(2) 選択

□

54 運送会社コード 運送会社を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択
□

55 運送会社名称（カナ） 運送会社の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
56 運送会社名称（漢字） 運送会社の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
57 運送コード 運送の詳細を表すコード

任意（当事者間で決定）：トラック・貨車ナンバー等
X(10) 選択

□

58 明細 明細行ナンバー 納品情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
59 発注情報明細行ナンバー 発注情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須

□
60 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード

（日本花き取引コードに準ずる）
X(2) 必須

□

61 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択
□

62 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択
□

63 商品 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
64 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
65 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
66 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（日本花き取引コードに準ずる）
X(5) 選択

□

67 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、 02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

68 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択
□

69 系統名称（カナ） 商品の系統の名称　カナ表記
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



花きEDIﾒｯｾｰｼﾞ Version 3 Level 3  [3/5] 2002/7/11 11:25

０９．受領情報（小売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

70 商品属性
(色彩)

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

71 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称　カナ表記
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

72 出荷元 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

73 出荷元名-1（カナ） 出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
74 出荷元名-1（漢字） 出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
75 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

76 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
77 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
78 荷印 荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
79 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
80 生産者 生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

81 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
82 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
83 商品属性

(等級(品質))
等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □

84 等級（品質）名称
（カナ）

商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □
85 等級（品質）名称

（漢字）
商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択

□
86 商品属性

(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
87 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

88 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

89 商品属性
(原産地)

原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード X(3) 選択 □
90 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）　カナ表記 X(20) 選択 □
91 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）　漢字表記 N(10) 選択

□
92 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

93 商品属性
（区分）

販売区分 商品に対し出荷先業者が示した条件を表す区分（販売区分／予約相対区分）
　 0：せり
　 1：予約相対取引
　 2：相対取引

X(1) 必須

□

94 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

95 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(1) 選択

□

96 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

97 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

98 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

99 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

100 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

101 咲前区分（開花状況区分）商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

102 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

103 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

104 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０９．受領情報（小売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

105 明細 商品属性
(切花/鉢物)

輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
106 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

107 用途区分 商品の使用目的を表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：指定なし（通常）
  1：造園用
  2：撮影用
  3：教材用
  4：茶花
  5：サンプル
  6：展示用
  7：ディスプレー用
  8：冠婚葬祭用
  9：花束用
 10：アレンジ用
 99：その他

X(2) 選択

□

108 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

109 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

110 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

111 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 出荷時の仕立てを表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

112 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

113 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

114 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

115 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（「花き標準商品コード」参照）

X(2) 選択

□

116 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
117 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択 □
118 輸送区分 商品輸送時の保存方法を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(2) 選択

□

119 発注関連 発注単位区分 発注企業の指定する発注単位を表す区分　任意（当事者間で決定） X(3) 必須 □
120 発注単位名称（カナ） 発注元の指定する発注単位の名称　カナ表記 X(5) 選択

□
121 発注単位数 発注単位名称に対応した発注単位の数 9(4) 選択 □
122 発注単位入数 発注単位当りの入数 9(4) 選択 □
123 発注単位入数区分 発注単位入数の単位を表す区分　任意（当事者間で決定） X(2) 選択 □
124 発注数量 商品の発注数（発注情報の発注数量） S9(6) 選択

□
125 納品関連 納品単位区分 納品企業の指定する納品単位を表す区分　任意（当事者間で決定） X(3) 選択 □
126 納品単位名称（カナ） 納品企業の指定する納品単位の名称  カナ表記 X(5) 選択

□
127 納品単位数 納品単位名称に対応した納品単位の数 9(4) 必須 □
128 納品単位入数 納品単位当りの入数

（切花：本数、鉢物：鉢数）
9(4) 必須

□

129 納品単位入数区分 納品単位入数の単位を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(2) 選択

□

130 納品数量 「納品単位数」を１とした時の納品数
（納品数量＝「納品単位数」×「納品単位入数」）

S9(6) 必須

□

131 数量限定 発注の可否の目安となる希望数量
※希望数量がそろわなければ発注を行わない

9(6) 選択

□

132 単価* 商品の原価単価 9(9)V9(2) 選択 □
133 単価指定 商品の値段が合えば購入する基準の単価（単価の上限） 9(9)V9(2) 選択 □
134 売単価 商品の売価単価 9(9) 選択

□
135 明細 納品関連 希望原価金額 商品の希望原価金額

（希望原価金額＝「発注数量」×「希望単価」）
S9(10) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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０９．受領情報（小売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

136 売価金額 発注元が指定する売価金額
（売価金額＝「発注数量」×「売単価」）

S9(10) 選択

□

137 事故関連 事故区分 数量違い、量目不足等の事故の種類を表す区分

   0：正常なもの
   1：数量相違
   2：等・階級相違
   3：量目相違
   4：腐敗・乱箱等
   5：未・ 過熟等
   6：延着貨物
   9：その他　　　　　　　（ベジフルシステムに準拠）

X(2) 選択

□

138 事故数量 事故商品の物流荷姿数量を表す S9(5) 選択 □
139 事故金額 事故商品の金額

（事故金額＝「事故数量」×「原単価」）
S9(9) 選択

□

140 税関連 税区分 税の対象形態を表す区分
流通標準EDI（JEDICOS）
　 1：外税
　 2：内税
　 3：非課税
　 4：不課税

X(1) 選択

□

141 税率 消費税率（％） 9(2)V9(3) 選択
□

142 物流容器 物流容器区分 物流容器の種別を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(3) 選択

□

143 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
144 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
145 原単価 納品時の商品の単価 9(9)V9(2) 選択必須 □
146 納品数量 受領した商品の物流荷姿数量を表す

（納品数量＝「物流荷姿数量」－「事故数量」）
S9(6)V9(2) 選択必須

□

147 原価金額 納品時に取扱元が指定する金額
（原価金額＝「納品数量」×「原単価」）

S9(10) 選択必須

□

148 摘要 摘要（カナ） 事故の詳細等に使用する　カナ表記 X(35) 選択 □
149 摘要（漢字） 事故の詳細等に使用する　漢字表記 N(35) 選択

□
150 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 納品情報の明細の件数 9(5) 選択 □
151 合計関連 事故金額合計 事故金額の合計 S9(11) 選択 □
152 原価金額合計 原価金額の合計額（税抜き） S9(11) 必須 □
153 税額 税金の合計金額（消費税に使用）

（端数計算は当事者間で決定）
S9(9) 選択

□

154 原価金額合計（税込） 原価金額合計（税込）＝「原価金額合計」＋「税額」 S9(11) 選択
□

155 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
156 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



１０． 仕切情報（卸売業者→出荷者）

　せり当日中に出荷者（生産者）に仕切値を通知する。
また、腐敗など事故があった場合には、その情報を通知
する。
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１０．仕切情報（卸売業者→出荷者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 仕切情報ナンバー 出荷先業者が決めた仕切情報に振られる一意の番号（仕切書№）
（同一出荷先・同一売立日で唯一無二の番号、記号）

X(11) 必須

□

2 元仕切情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の仕切情報ナンバー（元仕切書№） X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由  カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由  漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 出荷確定情報ナンバー 出荷者が決めた出荷確定情報に振られる一意の番号（出報№）

（同一出荷元・同一出荷日で唯一無二の番号、記号）
※出荷確定情報がない場合は送り状のナンバーを設定する

X(11) 選択

□

11 年月日 販売年月日 商品の販売年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
12 元販売年月日 訂正／取消する元の商品の販売年月日（元売立年月日）

（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）
X(8) 選択

□

13 出荷年月日 商品を出荷した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
14 商品属性

(区分)
販売区分 商品に対し出荷先業者が示した条件を表す区分

青果物流通情報処理協議会
   0：委託販売
   1：予約相対販売

X(1) 選択

□

15 共・個撰区分 出荷元の精算方法を表す区分
青果物流通情報処理協議会
　 0：共撰
　 1：個撰
　 5：県共計
　 6：個撰共販
　 9：買付
（ベジフルシステムに準拠）

X(1) 選択

□

16 商品形態 形態コード 切花、鉢物、苗物、種子、球根等の商品の形態を表すコード
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 必須

□

17 形態名（カナ） 商品の形態を表す名称　カナ表記
（例、10:ｷﾘﾊﾞﾅﾙｲ、20:ﾊﾁﾓﾉﾙｲ、30:ｶﾃｲﾖｳｼｭﾋﾞｮｳﾙｲ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(30) 選択

□

18 形態名（漢字） 商品の形態を表す名称　漢字表記
（例、10:切花類、20:鉢物類、30:家庭用苗類、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

N(30) 選択

□

19 市場 出荷先市場コード 出荷先市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

20 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
21 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
22 出荷先 出荷先業者コード 出荷先の卸売を行う業者を表すコード

＊拠点分荷の場合は、最終販売先の出荷先業者を表す
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

23 出荷先業者名（カナ） 出荷先業者の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
24 出荷先業者名（漢字） 出荷先業者の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
25 出荷元 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

26 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
27 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１０．仕切情報（卸売業者→出荷者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

28 ﾍｯﾀﾞ 出荷元 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

29 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択

□

30 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択

□

31 運送会社 運送会社コード 運送会社を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

32 運送会社名称（カナ） 運送会社の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
33 運送会社名称（漢字） 運送会社の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
34 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）

任意（当事者間で決定）
X(3) 選択

□

138 運送コード 運送の詳細を表すコード
任意（当事者間で決定）：トラック・貨車ナンバー等

X(10) 選択

□

36 明細 明細行ナンバー 仕切情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
37 出荷確定情報明細

行ナンバー
送信された出荷確定情報の明細単位に振られている番号
※出荷確定情報がない場合は送り状の明細行番号を設定

9(5) 選択

□

38 商品 商品コード 商品を表すコード X(13) 必須 □
39 商品名（カナ） 商品の名称  カナ表記 X(30) 選択 □
40 商品名（漢字） 商品の名称  漢字表記 N(30) 選択

□
41 ブランド ブランド ブランドを表すコード X(13) 選択 □
42 ブランド名 ブランド名 N(20) 選択

□
43 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

44 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

45 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

46 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

47 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

48 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

49 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
50 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
51 商品属性

(原産地 )
原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード

　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６  ３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

52 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  カナ表記 X(20) 選択 □
53 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）  漢字表記 N(10) 選択

□
54 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

55 商品属性
（生産者）

生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）
任意（当事者間で決定）

X(13) 選択

□

56 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
57 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
58 商品属性

(等級(品質))
等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □

59 等級（品質）名称
（カナ）

商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □
60 等級（品質）名称

（漢字）
商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１０．仕切情報（卸売業者→出荷者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

61 明細 商品属性
(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
62 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

63 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

64 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

65 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

66 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

67 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

68 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

69 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

70 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

71 咲前区分
（開花状況区分）

商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

72 格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

73 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択
□

74 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

75 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
76 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

77 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

78 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

79 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

80 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

81 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

82 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

83 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

84 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

85 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
86 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
87 仕切数量

関係
物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

88 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
89 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
90 入数 一口当りの入数 9(4) 必須 □
91 口数 ケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 S9(5) 必須 □
92 端数 物流容器単位での入数に満たなかった商品の数量 S9(5) 選択 □
93 数量 商品単位での数量

（数量＝「入数」×「口数」＋「端数」）
S9(5) 必須

□

94 せり単位 出荷した商品がせりにかけられる単位 9(4) 必須
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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95 明細 台車ナンバー 台車のナンバーを表す X(5) 選択 □
96 台車段数 台車の段数を表す 9(2) 選択 □
97 単価 個単価 商品単位（１本、１鉢等）での単価 9(9)V9(2) 選択 □
98 単価 せり単位での単価 9(9) 選択 □
99 売価金額 商品の売立金額（税抜き）

（売価金額＝「口数」×「口単価」＋「端数」×「個単価」）または
（売価金額＝「数量」×「個単価」）
※個単価に小数点付き数値を使用する場合、金額の端数処理は四捨五入を推
奨。

S9(10) 必須

□

100 売渡先
買参人

売渡先買参人コード 商品の注文をした買参人を表すコード X(13) 選択 □
101 売渡先買参人名（カナ） 商品の注文をした買参人の名称 カナ表記 X(35) 選択 □
102 売渡先買参人名（漢字） 商品の注文をした買参人の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
103 せり せり人 せりの担当者を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(5) 選択 □
104 せり台 せりが行われた場所を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(5) 選択 □
105 出荷確定数

量
出荷確定口数 出荷確定時の商品のケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 9(5) 選択 □

106 出荷確定端数 出荷確定時の商品の物流容器単位での入数に満たなかった商品の数量 9(5) 選択 □
107 出荷確定数量 出荷確定時の商品単位での数量

（数量＝「入数」×「出荷確定口数」＋「出荷確定端数」）
9(5) 選択

□

108 事故区分 数量違い、量目不足等の事故の種類を表す区分
   0：正常なもの
   1：数量相違
   2：等・階級相違
   3：量目相違
   4：腐敗・乱箱等
   6：延着貨物
   8：分割仕切
   9：その他
（ベジフルシステムに準拠）
（明細単位に事故内容が異なる場合に使用）

X(2) 選択

□

109 販売残 販売残口数 販売残となった商品のケースや鉢等，商品が流通する単位での数量 9(5) 選択 □
110 販売残端数 販売残となった商品の物流容器単位での入数に満たなかった商品の数量 9(5) 選択 □
111 販売残数量 販売残となった商品の商品単位での数量

（数量＝「入数」×「販売残口数」＋「販売残端数」）
9(5) 選択

□

112 運賃計算 輸送単位規格区分 商品の輸送単位及び規格（大きさ、入数等）を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(3) 選択

□

113 輸送単位容器高 輸送単位の容器（箱類、トレー等）の高さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

114 輸送単位容器長 輸送単位の容器（箱類、トレー等）の長さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

115 輸送単位容器幅 輸送単位の容器（箱類、トレー等）の幅（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

116 輸送関連 輸送区分 商品を輸送する際の方法を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

117 輸送温区分 商品を輸送する際の温度を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

118 運送区分 運送方法を表す区分
任意（当事者間で決定）

X(2) 選択

□

119 輸送単位数量 輸送する商品の輸送単位（単箱数、鉢数、集荷点数等）での数量
（輸送数量単位区分）

S9(5) 選択

□

120 運賃単価 運賃単価 運賃算出時の計算根拠となる数量の１単位あたりの単価 9(10) 選択 □
121 高さ割増単価 商品を輸送する際に箱の大きさによって発生する割増単価 9(10) 選択 □
122 荷扱料単価 共同荷受場経由の場合の荷扱単価 9(10) 選択 □
123 輸送温料単価 商品の輸送に際し保冷車等を使用した場合の単価 9(10) 選択 □
124 航送料単価 航空機または船便を使用した場合の単価 9(10) 選択 □
125 その他割増単価 その他、運賃の割増の単価 9(10) 選択 □
126 その他割引単価 その他、運賃の割引の単価 9(10) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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127 明細 運賃 基本運賃 商品を集荷する際にかかった金額
（基本運賃＝「運賃単価」×「輸送単位数量」）

S9(10) 選択

□

128 高さ割増 商品を輸送する際に箱の大きさによって発生する割増料金 S9(10) 選択 □
129 荷扱料 共同荷受場経由の場合の荷扱い料 S9(10) 選択 □
130 輸送温料 商品の輸送に際し保冷車等を使用した場合の料金 S9(10) 選択 □
131 航送料 航空機または船便を使用した場合の料金 S9(10) 選択 □
132 その他割増運賃 その他、運賃の割増の金額 S9(10) 選択 □
133 その他割引運賃 その他、運賃の割引の金額 S9(10) 選択 □
134 運賃 運賃及び運賃に付随する料金の合計金額

(運賃＝「基本運賃」＋「高さ割増」＋「荷扱料」＋「航送料」＋
       「輸送温料」＋「その他割増運賃」－「その他割引運賃」)
※「基本運賃」以外は選択項目のため当事者間の決定に従う

S9(10) 選択

□

135 運賃税額 運賃に対する税額（四捨五入） S9(10) 選択 □
136 税込運賃 税込みの運賃

（税込運賃＝「運賃」＋「運賃税額」）
S9(10) 選択

□

137 控除
(その他)

その他控除金額１ その他控除金額１ S9(10) 選択 □
138 その他控除金額２ その他控除金額２ S9(10) 選択

□
139 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
140 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
141 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 仕切情報の明細の件数 9(5) 選択 □
142 合計関連 口数合計 明細項目の口数合計（「口数」の総和） S9(5) 必須 □
143 端数合計 明細項目の端数合計（「端数」の総和） S9(5) 選択 □
144 数量合計 明細項目の数量合計（「数量」の総和） S9(5) 必須 □
145 仕切金額合計（税抜） 売価（売立）金額の合計（税抜き）（｢売価金額」の総和） S9(11) 必須 □
146 税額 税金の合計金額（消費税に使用）（四捨五入） S9(9) 必須 □
147 仕切金額合計 仕切金額合計＝「仕切金額合計（税抜）」＋「税額」 S9(11) 必須 □
148 運賃計算

数量合計
単箱数合計 ｢輸送単位規格区分｣が単箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □

149 重箱数合計 ｢輸送単位規格区分｣が重箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
150 鉢数合計 ｢輸送単位規格区分｣が「鉢」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
151 トレー数合計 ｢輸送単位規格区分｣が「トレー」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
152 フラコン数合計 ｢輸送単位規格区分｣が「フラコン」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
153 集荷点数合計 ｢輸送単位規格区分｣が「集荷点数」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
154 台車数合計 ｢輸送単位規格区分｣が「台車」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
155 トラック台数合計 ｢輸送単位規格区分｣が「トラック」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
156 輸送単位重量合計 ｢輸送単位規格区分｣が「重量」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
157 その他輸送単位数量合計 ｢輸送単位規格区分｣が「その他」の「輸送単位数量」の合計

内容は備考に記載する
S9(5) 選択

□

158 控除関連 出荷先業者手数料・委託
手数料

出荷先業者（取扱元卸売業者）が受け取る委託手数料（税込み）
（四捨五入）

S9(10) 必須

□

159 集配手数料合計 集配手数料の合計 S9(10) 選択 □
160 通信費合計 通信費の合計 S9(10) 選択 □
161 フラコン返送料合計 フラコン返送料の合計 S9(10) 選択 □
162 フラコン拠出金合計 フラコン拠出金の合計 S9(10) 選択 □
163 その他控除金額１合計 明細項目のその他控除金額１合計（「その他控除金額１」の総和） S9(11) 選択 □
164 その他控除金額２合計 明細項目のその他控除金額２合計（「その他控除金額２」の総和） S9(11) 選択 □
165 運賃計算

金額合計
基本運賃合計 明細項目の基本運賃の合計（「基本運賃」の総和） S9(10) 必須 □

166 高さ割増合計 明細項目の高さ割増の合計（「高さ割増」の総和） S9(10) 選択 □
167 荷扱料合計 明細項目の荷扱料合計（「荷扱料」の総和） S9(10) 選択

□
168 ﾄﾚｰﾗ 運賃計算

金額合計
輸送温料合計 明細項目の輸送温料合計（「輸送温料」の総和） S9(10) 選択 □

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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169 航送料合計 明細項目の航送料合計（「航送料」の総和） S9(10) 選択 □
170 その他割増運賃合計 明細項目のその他割増運賃合計（「その他割増運賃」の総和） S9(10) 選択 □
171 その他割引運賃合計 明細項目のその他割引運賃合計（「その他割引運賃」の総和） S9(10) 選択 □
172 運賃合計 明細項目の運賃の合計（「運賃」の総和） S9(10) 必須 □
173 運賃税額合計 明細項目の運賃税額の合計（「運賃税額」の総和） S9(10) 必須 □
174 税込運賃合計 明細項目の税込運賃の合計（「税込運賃」の総和） S9(10) 必須 □
175 仕切合計

金額
控除金額合計 販売代金より控除される金額の合計（税込み）

（控除金額合計＝｢出荷先業者手数料・委託手数料」＋「税込運賃合計」＋「集
配手数料合計」＋ 「通信費合計」＋「フラコン返送料合計」＋「フラコン拠出
金合計」＋「その他控除金額１合計」＋ 「その他控除金額２合計」）

S9(11) 必須

□

176 差引仕切金額 売価金額合計（税込）から控除金額合計を引いた金額
（差引仕切金額＝｢仕切金額合計」－「控除金額合計」）

S9(11) 必須

□

177 前月残高 前月の残高 S9(11) 選択 □
178 当月仕切金額累計額 当月の仕切金額の累計額 S9(11) 選択 □
179 当月支払金額累計額 当月の支払金額の累計額 S9(11) 選択 □
180 現在残高 現在の残高 S9(11) 選択 □
181 事故区分 数量違い、量目不足等の事故の種類を表す区分

   0：正常なもの
   1：数量相違
   2：等・階級相違
   3：量目相違
   4：腐敗・乱箱等
   6：延着貨物
   8：分割仕切
   9：その他
（ベジフルシステムに準拠）
（※トレーラ項目の事故区分は明細項目の代表的な事故区分を入れる）

X(2) 選択

□

182 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
183 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



１１． 請求情報（卸売業者→仲卸業者等）

　支払サイトに合わせた取引分の請求情報を仲卸業者等へ
通知する。



花きEDIﾒｯｾｰｼﾞ Version 3 Level 3  [1/4] 2002/7/11 11:29

１１．請求情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 請求情報ナンバー 代金請求元が決めた請求情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
2 元請求情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の請求情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 ｱｸｼｮﾝ要求 アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 分荷決定情報ナンバー 取扱元卸売業者が決めた分荷決定情報に振られる一意の番号 X(11) 選択 □
11 年月日 請求年月日 代金請求の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）　　（データを伝送した年月

日）
X(8) 必須 □

12 支払依頼年月日 代金の支払依頼の年月日　代払の時は不要（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択
□

13 請求元企業
関連

請求元企業コード 請求元企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

14 (卸） 請求元企業名（カナ） 請求元の企業名称　カナ表記 X(35) 選択 □
15 請求元企業名（漢字） 請求元の企業名称　漢字表記 N(35) 選択

□
16 請求元企業担当者

電話番号
請求元企業の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択 □

17 請求元企業担当者
ＦＡＸ番号

請求元企業の連絡・問い合せ先のFAX番号 X(20) 選択
□

18 請求先企業
関連

請求先企業コード 請求先企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

19 (仲卸業者等) 請求先企業名称（カナ） 請求先企業の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
20 請求先企業名称（漢字） 請求先企業の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
21 受渡先

買参人
売渡先買参人コード 商品の注文をした買参人を表すコード X(13) 選択 □

22 売渡先買参人名（カナ） 商品の注文をした買参人の名称 カナ表記 X(35) 選択 □
23 売渡先買参人名（漢字） 商品の注文をした買参人の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
24 請求先企業所属組合

コード
仲卸等の所属組合を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

25 請求先企業所属組合名
（カナ）

仲卸等の所属組合の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
26 請求先企業所属組合名

（漢字）
仲卸等の所属組合の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
27 明細 明細行ナンバー 請求情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
28 分荷決定情報ナンバー 取扱元卸売業者が決めた分荷決定情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
29 入荷番号 商品単位のロット№　　利用者にて自由設定 X(10) 選択 □
30 販売年月日 商品を販売した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択

□
31 商品 商品コード 商品を表すコード X(13) 選択 □
32 商品名（カナ） 商品の名称　カナ表記 X(30) 選択 □
33 商品名（漢字） 商品の名称　漢字表記 N(30) 選択

□
34 商品属性

（品目）
品目記号 品目を表す記号

（例、 00：アイリス、02：カーネーション、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(5) 選択

□

35 品目名称（カナ） 品目の名称  カナ表記
（例、 00：ｱｲﾘｽ、02：ｶｰﾈｰｼｮﾝ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(13) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１１．請求情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

36 明細 商品属性
（系統）

系統記号 商品の系統を表す記号
（例、0：スタンダード、2：スプレイ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(1) 選択

□

37 系統名称（カナ） 商品の系統の名称  カナ表記
（例、0：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、2：ｽﾌﾟﾚｲ等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

38 商品属性
（色彩）

色彩記号 商品の色彩を表す記号
（例、0：シロ、1：キイロ・クリーム、2：アカ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(2) 選択

□

39 色彩名称（カナ） 商品の色彩の名称  カナ表記
（例、0：ｼﾛ、1：ｷｲﾛ・ｸﾘｰﾑ、2：ｱｶ、等）
（日本花き取引コードに準ずる）

X(14) 選択

□

40 出荷元 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する

X(13) 選択

□

41 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
42 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
43 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

44 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称  カナ表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

X(35) 選択
□

45 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称  漢字表記
＊出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可

N(35) 選択
□

46 商品属性
（荷印）

荷印名（カナ） 出荷者の荷印　カナ表記 X(20) 選択 □
47 荷印名（漢字） 出荷者の荷印　漢字表記 N(10) 選択

□
48 商品属性

（生産者）
生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

49 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
50 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
51 商品属性

(等級(品質))

等級（品質）コード 商品の等級（品質）を表すコード X(3) 選択 □
52 等級（品質）名称

（カナ）
商品の等級（品質）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

53 等級（品質）名称
（漢字）

商品の等級（品質）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

54 商品属性
(階級(草丈))

階級（草丈）コード 商品の階級（草丈）を表すコード X(3) 選択 □
55 階級（草丈）名称

（カナ）
商品の階級（草丈）の名称　カナ表記 X(8) 選択 □

56 階級（草丈）名称
（漢字）

商品の階級（草丈）の名称　漢字表記 N(4) 選択
□

57 商品属性
（原産地）

原産地コード 原産地（国内：都道府県、輸入：輸入国）を表すコード
　・国内はＪＩＳ都道府県コード
　・国外はＩＳＯ ３１６６　３文字のアルファベットコード

X(3) 選択

□

58 原産地名（カナ） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）　カナ表記 X(20) 選択 □
59 原産地名（漢字） 原産地名称（国内：都道府県名、輸入：輸入国略称）　漢字表記 N(10) 選択

□
60 輸入区分 国内産か外国産（輸入）かを表すコード

　０：国産品、１：輸入品
X(1) 選択

□

61 商品属性
(切花/鉢物)

土壌区分 商品の栽培時の土壌を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

62 露地施設区分 商品が露地栽培かまたは施設栽培かを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

63 施設区分 商品が施設栽培の場合に施設の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

64 作型 商品の作型（季咲き、促成、抑制）を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

65 開花調整区分 商品出荷時の開花調整の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

66 その他栽培方法区分 その他の栽培方法表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

67 給水方法区分 商品への水やり方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

68 咲前区分
（開花状況区分）

商品出荷時の開花状況を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１１．請求情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

69 明細 商品属性
(切花/鉢物)

格外区分 商品の傷み等を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

70 順化処理区分 出荷時に行われる外気への順化処理の有無、方法を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(1) 選択

□

71 ポストハーベスト区分 出荷前に行なわれる落下防止、鮮度保持等の処理の有無を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択

□

72 輪数 商品の輪数を表す（一本当りの花の数） 9(5) 選択 □
73 遺伝子組換え区分 商品の遺伝子組換え技術の適用種別を表す区分

　０：未適用、１：適用
X(1) 選択

□

74 用途区分 商品の使用目的を表す区分
生鮮食品等EDI標準
  0：指定なし（通常）
  1：造園用
  2：撮影用
  3：教材用
  4：茶花
  5：サンプル
  6：展示用
  7：ディスプレー用
  8：冠婚葬祭用
  9：花束用
 10：アレンジ用
 99：その他

X(2) 選択

□

75 商品属性
（切花用）

切花仕立区分 切花類（切花、花束、切枝等）の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

76 切花加工区分 切花類（切花、花束、切枝等）の加工を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

77 燻蒸処理区分 燻蒸処理の有無を表す区分
　０：指定なし、　　　　　１：燻蒸無し、　　２：燻蒸有り
　３：臭化メチルガス燻蒸、４：青酸ガス燻蒸、９：その他燻蒸

X(1) 選択

□

78 輸送区分 商品を輸送する際の方法を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択
□

79 商品属性
（鉢物用）

鉢物仕立区分 鉢物類の出荷時の仕立てを表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

80 鉢物寄せ植え区分 鉢物類の出荷時の寄せ植え内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

81 鉢物容器区分 鉢物の容器の形状を表す区分（※商品が鉢物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

82 苗物仕立区分 商品が苗物の場合にその仕立の内容を表す区分
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

83 苗物容器区分 苗物等の容器の形状を表す区分（※商品が苗物の場合は必須）
（“標準商品コード開発事業”の決定に従う）

X(2) 選択
□

84 容器規格 鉢物の容器のサイズを表す（号数）（※商品が鉢物の場合は必須） X(3) 選択 □
85 立数 商品の立数を表す（一鉢当りの本数） 9(5) 選択

□
86 物流容器 物流容器区分 物流容器の種別を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

87 物流容器名称（カナ） 物流容器の種別の名称  カナ表記 X(20) 選択 □
88 物流容器名称（漢字） 物流容器の種別の名称  漢字表記 N(20) 選択

□
89 入数 一口当りの入数 9(4) 必須 □
90 口数 せり単位での数量 S9(5) 必須 □
91 端数 物流容器単位での入数に満たなかった商品の数量 S9(5) 選択 □
92 数量 商品単位での数量

（数量＝「入数」×「口数」＋ 「端数」）
S9(5) 必須

□

93 単価 せり単位 出荷した商品がせりにかけられる単位 9(4) 必須 □
94 個単価 商品の個体単位（１本、１鉢等）の単価

※口単価との選択必須とします
9(9)V9(2) 選択必須

□

95 口単価 商品のセリ単位の単価
※個単価との選択必須とします

9(9) 選択必須

□

96 売価金額 取扱元が指定する売価金額
（売価金額＝「数量」×「個単価」）または
（売価金額＝「口数」×「口単価」）
※個単価に小数点付き数値を使用する場合、金額の端数処理は四捨五入を推奨

S9(10) 必須

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１１．請求情報（卸売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

97 明細 取扱元卸売
業者支店

関連

取扱元卸売業者支店
コード

取扱元の卸売業者の支店を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

98 取扱元卸売業者支店名
（カナ）

取扱元卸売業者の支店の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
99 取扱元卸売業者支店名

（漢字）
取扱元卸売業者の支店の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
100 取扱元卸売業者支店

担当部署コード
取扱元卸売業者の支店の担当部署を表すコード
任意（当事者間で決定）

X(4) 選択

□

101 取扱元卸売業者支店
担当部署名（カナ）

取扱元卸売業者の支店の担当部署名称　カナ表記 X(10) 選択 □
102 取扱元卸売業者支店

担当部署名（漢字）
取扱元卸売業者の支店の担当部署名称　漢字表記 N(5) 選択

□
103 担当者コード 取扱元卸売業者の担当者を表すコード（せり人等）

任意（当事者間で決定）
X(4) 選択

□

104 担当者名（カナ） 取扱元卸売業者の担当者の名称　カナ表記（せり人等） X(35) 選択 □
105 担当者名（漢字） 取扱元卸売業者の担当者の名称　漢字表記（せり人等） N(20) 選択

□
106 分荷関連 売場ナンバー 売場を表すナンバー　　任意（当事者間で決定） X(3) 選択 □
107 置場コード 品物の置場を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(13) 選択 □
108 売番 せりの順番（移動競売の順番） 9(4) 選択 □
109 分荷単位区分 分荷企業の指定する分荷単位を表す区分

任意（当事者間で決定）
（例、1：キロ、2：ハコ、３：ホン、４：ハチ、5：ソク）

X(3) 選択

□

110 分荷単位名称（カナ） 分荷企業の指定する分荷単位の名称  カナ表記
（例、ｷﾛ：キロ、ﾊｺ：箱、ﾎﾝ：本、ﾊﾁ：鉢、ｿｸ：束）

X(5) 選択

□

111 分荷単位数 分荷単位名称に対応した分荷単位の数
（例、20：20箱、30：30本、40：40鉢）

9(4) 必須

□

112 分荷単位入数 分荷単位当りの入数
（切花：本数、鉢物：鉢数）

9(4) 必須

□

113 分荷単位入数区分 分荷単位入数の単位を表す区分
任意（当事者間で決定）
（例、５：本、６：鉢）

X(2) 選択

□

114 分荷数量 「分荷単位数」を１とした時の分荷数
（分荷数量＝「分荷単位数」×「分荷単位入数」）

S9(6) 必須

□

115 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
116 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□
117 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 請求情報の明細の件数 9(5) 選択 □
118 前日残高 前日までの請求残高 S9(11) 選択 □
119 今回入金額 今回入金された金額 S9(11) 選択 □
120 売価金額合計 売価金額の合計額（税抜き） S9(11) 必須 □
121 税額 税金の合計金額（消費税に使用）（四捨五入） S9(9) 必須 □
122 請求金額 請求金額＝「売価金額合計」＋「税額」＋「前日残高」－「今回入金額」 S9(11) 必須 □
123 その他請求金額 その他請求金額 S9(11) 選択 □
124 フラコン補助券利用料 フラコン補助券の利用金額 S9(11) 選択

□
125 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
126 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



１２． 請求情報（出荷者→卸売業者）

　支払サイトに合わせて仲卸業者等から小売業者へ請求
情報を通知する。
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１２．請求情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 請求情報ナンバー 代金請求元が決めた請求情報に振られる一意の番号 X(11) 選択 □
2 元請求情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の請求情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 年月日 請求年月日 代金請求の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）   （データを伝送した年月日） X(8) 必須 □
11 支払依頼年月日 代金の支払依頼の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
12 対象期間・自 対象期間・自（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
13 対象期間・至 対象期間・至（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択

□
14 発注企業

関連
(小売)

発注企業コード 発注企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択

□

15 発注企業名称（カナ） 発注企業の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
16 発注企業名称（漢字） 発注企業の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
17 発注企業店舗コード 発注を行った店舗を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

18 発注企業店舗名称
（カナ）

発注企業の店舗の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
19 発注企業店舗名称

（漢字）
発注企業の店舗の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
20 発注企業部課コード 発注企業の店舗売場、本部課等を表すコード  任意(当事者間で決定) X(13) 選択 □
21 発注企業部課名称

（カナ）
発注企業の店舗売場、本部課等の名称　カナ表記 X(35) 選択 □

22 発注企業部課名称
（漢字）

発注企業の店舗売場、本部課等の名称　漢字表記 N(35) 選択
□

23 受注企業
関連

(仲卸)

受注企業コード 請求元の企業を表すコード（受注側企業コード）
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

24 受注企業名称（カナ） 請求元企業の名称　カナ表記（受注側企業の名称） X(35) 選択 □
25 受注企業名称（漢字） 請求元企業の名称　漢字表記（受注側企業の名称） N(35) 選択

□
26 受注企業事業所コード 請求元の事業所を表すコード（受注企業の受注元事務所）

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

27 受注企業事業所名称
（カナ）

請求元企業の事業所の名称　カナ表記（受注企業の受注元事務所名称） X(35) 選択 □
28 受注企業事業所名称

（漢字）
請求元企業の事業所の名称　漢字表記（受注企業の受注元事務所名称） N(35) 選択

□
29 受注企業電話番号 請求元企業の電話番号 X(20) 選択 □
30 受注企業ＦＡＸ番号 請求元企業のFAX番号 X(20) 選択

□
31 請求先企業

関連
(小売)

請求先企業コード 請求先企業を表すコード（支払側企業の名称）
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

32 請求先企業名称（カナ） 請求先企業の名称　カナ表記（支払側企業の名称） X(35) 選択 □
33 請求先企業名称（漢字） 請求先企業の名称　漢字表記（支払側企業の名称） N(35) 選択

□
34 請求先企業店舗コード 請求先企業の店舗を表すコード（支払側企業の各店舗コード）

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

35 請求先企業店舗名称
（カナ）

請求先企業の店舗の名称　カナ表記（支払側企業の各店舗名称） X(35) 選択 □
36 請求先企業店舗名称

（漢字）
請求先企業の店舗の名称　漢字表記（支払側企業の各店舗名称） N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１２．請求情報（仲卸業者等→小売業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

37 ﾍｯﾀﾞ 請求先企業
関連

(小売)

請求先企業部課コード 請求先企業の本部課を表すコード（支払側企業の本部課コード）
任意(当事者間で決定)

X(13) 選択

□

38 請求先企業部課名称
（カナ）

請求先企業の本部課の名称　カナ表記（支払側企業の本部課名称） X(35) 選択 □
39 請求先企業部課名称

（漢字）
請求先企業の本部課の名称　漢字表記（支払側企業の本部課名称） N(35) 選択

□
40 納品先関連 納品先コード 納品先を表すコード（発注企業の店舗、倉庫等を含む）

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

41 納品先名称（カナ） 納品先の企業の名称　カナ表記（発注企業の店舗、倉庫等を含む） X(35) 選択 □
42 納品先名称（漢字） 納品先の企業の名称　漢字表記（発注企業の店舗、倉庫等を含む） N(35) 選択

□
43 納品先部課コード 納品先の店舗売場、本部課等を表すコード

任意(当事者間で決定)
X(13) 選択

□

44 納品先部課名称（カナ） 納品先の店舗売場、本部課等の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
45 納品先部課名称（漢字） 納品先の店舗売場、本部課等の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
46 明細 明細行ナンバー 請求情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
47 伝票ナンバー 発注元が決めた発注情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
48 年月日 発注年月日 発注企業からの発注年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
49 納品年月日 実際に商品を納品した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
50 納品金額 納品した金額 S9(10) 選択 □
51 税額 納品、受領、または請求の伝票単位の消費税額

(端数計算は当事者間で決定）
S9(9) 選択

□

52 伝票金額合計 伝票金額合計＝「原価金額合計」＋「税額」 S9(11) 必須
□

53 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
54 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

 □
55 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 請求情報の明細の件数 9(5) 選択 □
56 前回請求金額 前回に請求した金額 S9(11) 選択 □
57 入金額 前回の請求以降に入金された金額 S9(11) 選択 □
58 前回繰越金額 前回の請求に対して支払額と差があった場合の金額

（前回繰越金額＝「前回請求額」－「入金額」）
S9(11) 選択

□

59 合計関連 納品金額合計 納品金額の合計額（税抜き） S9(11) 必須 □
60 税額合計 税金の合計金額（消費税に使用）

（端数計算は当事者間で決定）
S9(9) 選択

□

61 納品金額合計（税込） 納品金額合計（税込）＝「納品金額合計」＋「税額合計」 S9(11) 必須 □
62 振込

手数料他
振込手数料他 振込手数料・その他の金額 S9(11) 選択 □

63 振込手数料他（税額） 振込手数料・その他の金額の税額 S9(9) 選択 □
64 請求金額 請求する金額の合計

（請求金額＝「前回繰越金額」－「振込手数料他」＋「納品金額合計
  （税込）」）
※振込手数料他（税額）を使用する場合は、「振込手数料他（税額）」
   を減算する。

S9(11) 必須

□

65 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
66 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



１３． 支払案内情報（小売御者→仲卸業者等）

　仲卸業者等からの請求に対し、小売業者が腐敗などの
事故分を控除した支払内容を仲卸業者へ通知する。
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１３．支払案内情報（小売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 支払案内情報ナンバー 代金支払元が決めた支払案内情報に振られる一意の番号 X(11) 必須 □
2 元支払案内情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の支払案内情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 請求情報ナンバー 代金請求元が決めた請求情報に振られる一意の番号 X(11) 選択 □
11 年月日 請求年月日 代金請求の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）

（データを伝送した年月日）
X(8) 選択

□

12 支払依頼年月日 代金の支払依頼の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
13 対象期間・自 対象期間・自（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
14 対象期間・至 対象期間・至（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
15 支払年月日 代金の支払年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
16 元支払年月日 情報を訂正／取消する元の支払の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
17 支払区分 代金支払い方法を表す区分

流通標準EDI（JEDICOS）
[支払（案内）データ（卸売業－商品メーカ）]
   1：現金
   2：振込
   3：小切手
   4：手形
   9：その他

X(2) 必須

□

18 発注企業
関連

発注企業コード 発注企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 選択
□

19 (小売) 発注企業名称（カナ） 発注企業の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
20 発注企業名称（漢字） 発注企業の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
21 発注企業店舗コード 発注企業の店舗を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

22 発注企業店舗名称
（カナ）

発注企業の店舗の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
23 発注企業店舗名称

（漢字）
発注企業の店舗の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
24 発注企業部課コード 発注企業の店舗売場、本部課等を表すコード　　任意(当事者間で決定) X(13) 選択 □
25 発注企業部課名称

（カナ）
発注企業の店舗売場、本部課等の名称  カナ表記 X(35) 選択 □

26 発注企業部課名称
（漢字）

発注企業の店舗売場、本部課等の名称  漢字表記 N(35) 選択
□

27 発注担当者コード 発注担当者を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
28 発注担当者名称（カナ） 発注担当者の名前　カナ表記 X(20) 選択 □
29 発注担当者名称（漢字） 発注担当者の名前　漢字表記 N(20) 選択

□
30 発注担当者電話番号 発注企業の発注担当者の電話番号 X(20) 選択 □
31 発注担当者ＦＡＸ番号 発注企業の発注担当者のFAX番号 X(20) 選択

□
32 受注企業

関連
受注企業コード 支払先企業を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□

33 (仲卸) 受注企業名称（カナ） 支払先企業の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
34 受注企業名称（漢字） 支払先企業の名称　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１３．支払案内情報（小売業者→仲卸業者等）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

35 ﾍｯﾀﾞ 支払元企業
関連

(小売)

支払元企業コード 支払元企業を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須

□

36 支払元企業名（カナ） 支払元の企業名称　カナ表記 X(35) 選択 □
37 支払元企業名（漢字） 支払元の企業名称　漢字表記 N(35) 選択

□
38 支払元企業店舗コード 支払元の店舗を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

39 支払元企業店舗名称
（カナ）

支払を行なった店舗の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
40 支払元企業店舗名称

（漢字）
支払を行なった店舗の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
41 支払元企業担当者コード 支払元担当者を表すコード

任意（当事者間で決定）
X(4) 選択

□

42 支払元企業担当者名称
（カナ）

支払元担当者の名前　カナ表記 X(35) 選択 □
43 支払元企業担当者名称

（漢字）
支払元担当者の名前　漢字表記 N(20) 選択

□
44 支払元企業電話番号 支払元企業の電話番号 X(20) 選択 □
45 支払元企業ＦＡＸ番号 支払元企業のFAX番号 X(20) 選択

□
46 明細 明細行ナンバー 支払情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
47 伝票ナンバー 発注元が決めた発注情報に振られる一意の番号 X(11) 選択 □
48 年月日 発注年月日 発注した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
49 納品年月日 商品を受領した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
50 原価金額合計 納品、受領、または請求の伝票単位の金額(税抜き） S9(11) 必須 □
51 税額 納品、受領、または請求の伝票単位の消費税額

(端数計算は当事者間で決定）
S9(9) 選択

□

52 伝票金額合計 伝票金額合計＝「原価金額合計」＋「税額」 S9(11) 選択 □
53 照合結果区分 発注企業側での、請求情報との照合結果を表す区分

任意(当事者間で設定）
（例、0：正常、1：金額不整合  等）

X(2) 選択

□

54 支払保留金額 請求情報との照合の結果、不整合が生じており、支払を保留する金額 S9(11) 選択
□

55 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
56 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□
57 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 支払情報の明細の件数 9(5) 選択 □
58 合計関連 原価金額総合計 「原価金額合計」の合計金額（税抜き） S9(11) 必須 □
59 支払保留金額合計 「支払保留金額」の合計金額 S9(11) 選択 □
60 税額合計 税額の合計金額

(端数計算は当事者間で決定）
S9(9) 選択

□

61 伝票金額総合計 伝票金額総合計＝「原価金額総合計」－「支払保留金額合計」＋「税額合計」 S9(11) 選択 □
62 前回未払金額 今回支払いを行う、前回に支払漏れまたは保留していた金額 S9(11) 選択

□
63 控除関連 控除・相殺区分 控除及び相殺の区分を表す

任意(当事者間で設定）
（例、1：振込手数料、2：オンライン使用料）

X(2) 選択

□

64 控除・相殺区分名称
（カナ）

控除及び相殺の区分を表す名称（カナ表記） X(20) 選択
□

65 控除・相殺金額 「伝票金額総合計」より控除される金額（税込み）
（「控除・相殺区分」に対応する控除・相殺金額）

S9(11) 選択

□

66 控除・相殺金額合計 総支払額より控除される金額の合計
（控除・相殺金額合計＝「振込手数料」＋［「控除・相殺金額」の総和］）

S9(11) 選択

□

67 控除・相殺金額合計
（税額）

控除・相殺金額の税額の合計 S9(9) 選択 □
68 差引支払金額合計 仕入の金額から控除金額を差引いた後の、実際に請求元に支払われる金額

(差引支払金額合計＝「伝票金額総合計」＋「前回未払金額」－
 「控除・相殺金額合計」）

S9(11) 必須

□

69 備考 備考（カナ） 任意　カナ表記 X(35) 選択 □
70 備考（漢字） 任意　漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



１４． 集荷／配送依頼情報
　（出荷者／卸売業者／仲卸業者等／小売業者→運送事業者）

　出荷者／卸売業者から運送事業者に対して、集荷先の
生産者が出準備した商品、数量および配送先等の情報を
通知する。
　また、仲卸業者等／小売業者から運送業者に対して、
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１４．集荷／配送依頼情報（出荷者／卸売業者／仲卸業者／小売業者→運送事業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 集荷依頼情報ナンバー 出荷者もしくは卸売業者等の集荷依頼者が決めた集荷依頼情報に振られる一意
の番号（同一集荷依頼元・同一出荷日で唯一無二の番号、記号）

X(11) 必須
□

2 元集荷依頼情報ナンバー 情報を訂正／取消する場合の元の集荷依頼情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 データ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 年月日 集荷依頼年月日 運送会社に集荷を依頼した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
11 集荷希望年月日 実際に集荷する希望年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
12 販売予定年月日 実際に販売する（セリにかけられる）予定の年月日

（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）
X(8) 必須

□

13 元集荷依頼年月日 訂正／取消する元の集荷依頼情報の集荷依頼年月日
（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ）

X(8) 選択
□

14 集荷依頼元
関連

集荷依頼元コード 集荷依頼者を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

15 集荷依頼元名（カナ） 集荷依頼元の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
16 集荷依頼元名（漢字） 集荷依頼元の名称　漢字表記 N(35) 選択 □
17 集荷依頼元担当部署

コード
集荷依頼元の担当部署を表すコード  任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □

18 集荷依頼元担当部署名
（カナ）

集荷依頼元の担当部署名称　カナ表記 X(10) 選択 □
19 集荷依頼元担当部署名

（漢字）
集荷依頼元の担当部署名称　漢字表記 N(5) 選択

□
20 集荷依頼元担当者コード 集荷依頼元の担当者を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
21 集荷依頼元担当者名

（カナ）
集荷依頼元の担当者名称　カナ表記 X(35) 選択 □

22 集荷依頼元担当者名
（漢字）

集荷依頼元の担当者名称　漢字表記 N(20) 選択
□

23 集荷依頼元担当者
電話番号

集荷依頼元担当者の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択
□

24 運送会社 運送会社コード 集荷を依頼する元受け運送会社を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

25 運送会社名称（カナ） 集荷を依頼する元受け運送会社の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
26 運送会社名称（漢字） 集荷を依頼する元受け運送会社の名称  漢字表記 N(35) 選択 □
27 運送会社営業所コード 集荷を依頼する元受け運送会社の営業所を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

28 運送会社営業所名称
（カナ）

集荷を依頼する元受け運送会社の営業所の名称  カナ表記 X(35) 選択 □
29 運送会社営業所名称

（漢字）
集荷を依頼する元受け運送会社の営業所の名称  漢字表記 N(35) 選択

□
30 請求先企業 請求先企業コード 運賃等の請求先企業を表すコード（支払側企業のコード）

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 必須

□
31 請求先企業名称（カナ） 運賃等の請求先企業の名称　カナ表記（支払側企業の名称） X(35) 選択 □
32 請求先企業名称（漢字） 運賃等の請求先企業の名称　漢字表記（支払側企業の名称） N(35) 選択 □
33 請求先企業部課コード 運賃等の請求先企業の本部課を表すコード　　任意（当事者間で決定）

（支払側企業の本部課コード）
X(13) 選択

□
34 請求先企業部課名称

（カナ）
運賃等の請求先企業の本部課の名称　カナ表記
（支払側企業の本部課名称）

X(35) 選択
□

35 請求先企業部課名称
（漢字）

運賃等の請求先企業の本部課の名称　漢字表記
（支払側企業の本部課名称）

N(35) 選択
□

36 請求先企業担当者
電話番号

運賃等の請求先企業の担当者の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１４．集荷／配送依頼情報（出荷者／卸売業者／仲卸業者／小売業者→運送事業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

37 明細 明細行ナンバー 集荷依頼情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須
□

38 市場 出荷先市場コード 出荷先の市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
　※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(13) 選択必須

□

39 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(35) 選択
□

40 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

N(35) 選択
□

41 出荷先関連 出荷先業者コード 出荷先の卸売を行う業者を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送先小売業者を表す

X(13) 必須

□

42 出荷先業者名（カナ） 出荷先の卸売を行う業者の名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送先小売業者を表す

X(35) 選択
□

43 出荷先業者名（漢字） 出荷先の卸売を行う業者の名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送先小売業者を表す

N(35) 選択
□

44 出荷元関連 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
※県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(13) 選択

□

45 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(35) 選択
□

46 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

N(35) 選択
□

47 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
※仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送依頼元の仲卸業者を表す

X(13) 必須

□

48 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称　カナ表記
※出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可
※仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送依頼元の仲卸業者を表す

X(35) 選択

□

49 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称　漢字表記
※出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可
※仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送依頼元の仲卸業者を表す

N(35) 選択

□

50 出荷元担当者コード 出荷元の担当者を表すコード  任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
51 出荷元担当者名（カナ） 出荷元の担当者名称　カナ表記 X(35) 選択 □
52 出荷元担当者名（漢字） 出荷元の担当者名称　漢字表記 N(20) 選択

□
53 出荷元担当者電話番号 出荷元担当者の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択 □
54 集荷関連 集荷地区コード 集荷してもらう地区を表わすコード

「JIS都道府県ｺｰﾄﾞ　X(3)」＋「任意設定の地区ｺｰﾄﾞ　X(1)」で設定
「任意設定の地区ｺｰﾄﾞ　X(1)」については当事者間で決定とする

X(4) 選択

□

55 集荷場所コード 「出荷元コード-2」の内の集荷場または農場等を表わすコード
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択
□

56 集荷場所名称(漢字) 「出荷元コード-2」の内の集荷場または農場等を表わす名称　漢字表記 N(35) 選択
□

57 支所 支所コード 出荷元コード-1で示す出荷元支所を表すコード  任意（当事者間で決定）
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(4) 選択

□

58 支所名（カナ） 出荷元コード-1で示す出荷元支所名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(20) 選択

□

59 支所名（漢字） 出荷元コード-1で示す出荷元支所名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

N(10) 選択

□

60 事務所 事務所コード 出荷元コード-1で示す出荷元事務所（県連内事務所）を表すコード
任意（当事者間で決定）
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(4) 選択

□

61 事務所名（カナ） 出荷元コード-1で示す出荷元事務所（県連内事務所）名称　カナ表記 X(20) 選択 □
62 事務所名（漢字） 出荷元コード-1で示す出荷元事務所（県連内事務所）名称　漢字表記

※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。
N(10) 選択

□

63 集荷依頼区分 集荷の内容を表す区分
生鮮食品等EDI標準
　 0：定例
　 1：追加
　 2：特殊

X(1) 選択

□

64 商品 商品コード 商品を表わすコード　　任意（当事者間で決定）
※商品コードの内容は品名コードや品種コードでも代用可

X(13) 選択

□

65 商品名（カナ） 商品の名称  カナ表記 X(30) 選択 □
66 商品名（漢字） 商品の名称  漢字表記 N(30) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１４．集荷／配送依頼情報（出荷者／卸売業者／仲卸業者／小売業者→運送事業者）
項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

67 明細 商品 商品販売区分 集荷依頼する商品の販売方法（注文）の有無を表す区分
生鮮食品等EDI標準
　 0：全量委託販売商品
　 1：一部注文商品
　 2：全量注文商品

X(1) 選択

□

68 商品属性
(荷印)

荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
69 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
70 商品属性

(生産者)
生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

71 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
72 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
73 運賃計算 輸送単位規格区分 商品の輸送単位及び規格（大きさ、入数等）を表す区分

生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 選択

□

74 輸送単位容器高 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の高さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

75 輸送単位容器長 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の長さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

76 輸送単位容器幅 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の幅（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択

□

77 輸送温区分 商品を輸送する際の温度を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択

□

78 運送区分 運送方法を表す区分　　任意（当事者間で決定） X(2) 選択 □
79 輸送単位数量 商品の輸送単位（箱数、鉢数、集荷点数等）での数量

（輸送数量単位区分）
S9(5) 必須

□

80 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
81 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
82 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 集荷依頼情報の明細の件数 9(5) 選択 □
83 数量合計 単箱数合計 「輸送単位規格区分」が単箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
84 重箱数合計 「輸送単位規格区分」が重箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
85 鉢数合計 「輸送単位規格区分」が「鉢」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
86 トレー数合計 「輸送単位規格区分」が「トレー」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
87 フラコン数合計 「輸送単位規格区分」が「フラコン」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
88 集荷点数合計 「輸送単位規格区分」が「集荷点数」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
89 台車数合計 「輸送単位規格区分」が「台車」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
90 トラック台数合計 「輸送単位規格区分」が「トラック」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
91 輸送単位重量合計 「輸送単位規格区分」が「重量」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
92 その他輸送単位数量合計

１
「その他」の「輸送単位数量」の合計
（当事者間で決定）

S9(5) 選択

□

93 その他輸送単位数量合計
２

「その他」の「輸送単位数量」の合計
（当事者間で決定）

S9(5) 選択

□

94 その他輸送単位数量合計
３

「その他」の「輸送単位数量」の合計
（当事者間で決定）

S9(5) 選択

□

95 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
96 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）



１５． 集荷／配送運賃請求情報
　（運送事業者→出荷者／卸売業者／仲卸業者等／小売業者）

　運送事業者から集荷および配送運賃分の請求情報を通
知する。
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１５．集荷／配送運賃請求情報（運送事業者→出荷者／卸売業者等／仲卸業者／小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

1 ﾍｯﾀﾞ 基礎項目 集荷運賃請求情報ナン
バー

集荷運賃請求元企業（運送会社）が決めた集荷運賃請求情報に振られる一意の
番号（同一請求元・同一集荷日で唯一無二の番号、記号）

X(11) 必須
□

2 元集荷運賃請求情報ナン
バー

情報を訂正／取消する場合の元の運賃請求情報ナンバー X(11) 選択 □
3 正式・テストデータ区分 正式データかテストデータかの情報の判別を表す区分

生鮮食品等EDI標準
　 0：正式データ
　 9：テストデータ

X(1) 選択

□

4 アクション
要求

アクション要求コード 情報の訂正／取消（赤黒区分）を表すコード
　0：通常
　1：取消
　2：取消修正(黒)

X(1) 必須

□

5 アクション要求理由
コード

当該情報を訂正／取消する場合の理由を示すコード
   0：正常
   1：数量訂正
   2：品名訂正
   3：単価訂正
   4：重複訂正
   9：その他

X(1) 必須

□

6 アクション要求理由
（カナ）

情報を訂正／取消する場合の理由　カナ表記 X(35) 選択 □
7 アクション要求理由

（漢字）
情報を訂正／取消する場合の理由　漢字表記 N(30) 選択

□
8 ﾃﾞｰﾀ作成 データ作成年月日 データを作成した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
9 データ作成時刻 データを作成した時刻（ｈｈｍｍ） X(4) 選択 □
10 年月日 請求年月日 代金請求の年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 必須 □
11 元請求年月日 訂正／取消する元の請求情報の請求年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
12 請求対象年月日（自） 請求の対象となる日付の開始年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
13 請求対象年月日（至） 請求の対象となる日付の終了年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
14 決済年月日 運賃請求元が希望する代金の支払日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
15 運賃請求区分 運賃請求単位を表す区分（便単位、週単位、月単位、その他）

任意（当事者間で決定）
X(3) 選択

□

16 集荷依頼元
関連

集荷依頼元コード 集荷依頼者を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

17 集荷依頼元名（カナ） 集荷依頼元の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
18 集荷依頼元名（漢字） 集荷依頼元の名称　漢字表記 N(35) 選択 □
19 集荷依頼元担当部署

コード
集荷依頼元の担当部署を表すコード  任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □

20 集荷依頼元担当部署名
（カナ）

集荷依頼元の担当部署名称　カナ表記 X(10) 選択 □
21 集荷依頼元担当部署名

（漢字）
集荷依頼元の担当部署名称　漢字表記 N(5) 選択

□
22 集荷依頼元担当者コード 集荷依頼元の担当者を表すコード  任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
23 集荷依頼元担当者名

（カナ）
集荷依頼元の担当者名称　カナ表記 X(35) 選択 □

24 集荷依頼元担当者名
（漢字）

集荷依頼元の担当者名称　漢字表記 N(20) 選択
□

25 集荷依頼元担当者
電話番号

集荷依頼元担当者の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択
□

26 請求元
企業関連

請求元企業コード 請求元企業（運送会社）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

27 (運送会社) 請求元企業名（カナ） 請求元企業（運送会社）の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
28 請求元企業名（漢字） 請求元企業（運送会社）の名称　漢字表記 N(35) 選択 □
29 請求元企業営業所コード 請求元企業（運送会社）の営業所を表すコード

（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
X(13) 選択

□

30 請求元企業営業所名
（カナ）

請求元企業（運送会社）の営業所の名称　カナ表記 X(35) 選択 □
31 請求元企業営業所名

（漢字）
請求元企業（運送会社）の営業所の名称　漢字表記 N(35) 選択

□
32 請求元企業担当部署

コード
請求元企業（運送会社）の担当部署を表すコード  任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □

33 請求元企業担当部署名
（カナ）

請求元企業（運送会社）の担当部署名称　カナ表記 X(10) 選択 □
34 請求元企業担当部署名

（漢字）
請求元企業（運送会社）の担当部署名称　漢字表記 N(5) 選択

□
35 請求元企業担当者コード 請求元企業（運送会社）の担当者を表すコード  任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
36 請求元企業担当者名

（カナ）
請求元企業（運送会社）の担当者名称　カナ表記 X(35) 選択 □

37 請求元企業担当者名
（漢字）

請求元企業（運送会社）の担当者名称　漢字表記 N(20) 選択
□

38 請求元企業担当者
電話番号

請求元企業（運送会社）担当者の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択
□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１５．集荷／配送運賃請求情報（運送事業者→出荷者／卸売業者等／仲卸業者／小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

39 ﾍｯﾀﾞ 請求先企業
関連

請求先企業コード 運賃等の請求先企業を表すコード（支払側企業のコード）
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）

X(13) 必須
□

40 請求先企業名称（カナ） 運賃等の請求先企業の名称　カナ表記（支払側企業の名称） X(35) 選択 □
41 請求先企業名称（漢字） 運賃等の請求先企業の名称　漢字表記（支払側企業の名称） N(35) 選択

□
42 請求先企業部課コード 運賃等の請求先企業の本部課を表すコード（支払側企業の本部課コード）

任意（当事者間で決定）
X(13) 選択

□

43 請求先企業部課名称
（カナ）

運賃等の請求先企業の本部課の名称　カナ表記（支払側企業の本部課名称） X(35) 選択 □
44 請求先企業部課名称

（漢字）
運賃等の請求先企業の本部課の名称　漢字表記
（支払側企業の本部課名称）

N(35) 選択
□

45 請求先企業担当者
電話番号

運賃等の請求先企業の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択
□

46 明細 明細行ナンバー 請求情報の明細単位に振られる番号 9(5) 必須 □
47 集荷年月日 実際に集荷した年月日（西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
48 販売年月日 実際に販売した（セリにかけられた）年月日 （西暦：ｙｙｙｙｍｍｄｄ） X(8) 選択 □
49 便区分 運送の便を表す区分（１便、２便、３便）

任意（当事者間で決定）
X(3) 選択

□

50 運送コード 運送の詳細を表すコード
任意（当事者間で決定）：トラック・貨車ナンバー等

X(10) 選択
□

51 集荷依頼情報ナンバー 出荷者もしくは卸売業者等の集荷依頼者が決めた集荷依頼情報に振られる一意
の番号
（同一集荷依頼元・同一出荷日で唯一無二の番号、記号）

X(11) 選択
□

52 市場 出荷先市場コード 出荷先の市場を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
　※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(13) 選択必須

□

53 出荷先市場名（カナ） 出荷先の市場の名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(35) 選択
□

54 出荷先市場名（漢字） 出荷先の市場の名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

N(35) 選択
□

55 出荷先関連
(卸売業者等)

出荷先業者コード 出荷先の卸売を行う業者を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送先小売業者を表す

X(13) 必須

□

56 出荷先業者名（カナ） 出荷先の卸売を行う業者の名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送先小売業者を表す

X(35) 選択
□

57 出荷先業者名（漢字） 出荷先の卸売を行う業者の名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送先小売業者を表す

N(35) 選択
□

58 出荷元関連 出荷元コード-1 出荷者（県連等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
※県連を通らない場合は「出荷元コード-2」のみ使用する
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(13) 選択

□

59 出荷元名-1（カナ） 最終出荷者（県連等）の名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(35) 選択
□

60 出荷元名-1（漢字） 最終出荷者（県連等）の名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

N(35) 選択
□

61 支所コード 出荷元コード-1で示す出荷元支所を表すコード  任意（当事者間で決定）
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(4) 選択
□

62 支所名（カナ） 出荷元コード-1で示す出荷元支所名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(20) 選択
□

63 支所名（漢字） 出荷元コード-1で示す出荷元支所名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

N(10) 選択
□

64 事務所コード 出荷元コード-1で示す出荷元事務所（県連内事務所）を表すコード
任意（当事者間で決定）
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(4) 選択

□

65 事務所名（カナ） 出荷元コード-1で示す出荷元事務所（県連内事務所）名称　カナ表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

X(20) 選択
□

66 事務所名（漢字） 出荷元コード-1で示す出荷元事務所（県連内事務所）名称　漢字表記
※但し、仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は使用しない。

N(10) 選択
□

67 出荷元コード-2 出荷者（農協等）を表すコード
（グローバル・ロケーション・ナンバー[GLN]（13桁）の使用を原則とする）
※仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送依頼元の仲卸業者を表す

X(13) 必須

□

68 出荷元名-2（カナ） 出荷者（農協等）の名称　カナ表記
※出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可
※仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送依頼元の仲卸業者を表す

X(35) 選択

□

69 出荷元名-2（漢字） 出荷者（農協等）の名称　漢字表記
※出荷元コードとして未設定の共撰所、出荷所名でも可
※仲卸業者～小売業者間での集荷配送依頼時は、配送依頼元の仲卸業者を表す

N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１５．集荷／配送運賃請求情報（運送事業者→出荷者／卸売業者等／仲卸業者／小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

70 明細 出荷元関連 出荷元担当者コード 出荷元の担当者を表すコード　　任意（当事者間で決定） X(4) 選択 □
71 出荷元担当者名（カナ） 出荷元の担当者名称　カナ表記 X(35) 選択 □
72 出荷元担当者名（漢字） 出荷元の担当者名称　漢字表記 N(20) 選択

□
73 出荷元担当者電話番号 出荷元担当者の連絡・問い合せ先の電話番号 X(20) 選択

□
74 生産者 生産者コード 生産者を表すコード（生産者または出荷組合等）　　任意（当事者間で決定） X(13) 選択 □
75 生産者名称（カナ） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　カナ表記 X(35) 選択 □
76 生産者名称（漢字） 生産者の氏名（生産者または出荷組合等）　漢字表記 N(35) 選択

□
77 集荷場所 集荷地区コード 集荷した地区を表わすコード

「ＪＩＳ都道府県コード　X(3)」＋「任意設定の地区コード　X(1)」で設定
「任意設定の地区コード　X(1)」については当事者間で決定とする

X(4) 選択

□

78 集荷場所コード 「出荷元コード-2」の内の集荷場または農場等を表わすコード
任意（当事者間で決定）

X(3) 選択
□

79 集荷依頼区分 集荷の内容を表す区分
生鮮食品等EDI標準
　 0：定例
　 1：追加
　 2：特殊

X(1) 選択

□

80 商品販売区分 集荷依頼された商品の販売方法（注文）の有無を表す区分
生鮮食品等EDI標準
　 0：全量委託販売商品
　 1：一部予約相対商品
　 2：全量予約相対商品

X(1) 選択

□

81 商品 商品コード 商品を表わすコード　　任意（当事者間で決定）
※商品コードの内容は品名コードや品種コードでも代用可

X(13) 選択
□

82 商品名（カナ） 商品の名称  カナ表記 X(30) 選択 □
83 商品名（漢字） 商品の名称  漢字表記 N(30) 選択

□
84 荷印 荷印名（カナ） 出荷者の荷印  カナ表記 X(20) 選択 □
85 荷印名（漢字） 出荷者の荷印  漢字表記 N(10) 選択

□
86 運賃計算 輸送単位規格区分 商品の輸送単位及び規格（大きさ、入数等）を表す区分

 生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照
X(3) 必須

□

87 輸送単位容器高 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の高さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択
□

88 輸送単位容器長 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の長さ（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択
□

89 輸送単位容器幅 集荷単位の容器（箱類、トレー等）の幅（cm）
※輸送単位規格区分に該当しない場合に使用

9(3) 選択
□

90 輸送温区分 商品を輸送する際の温度を表す区分
生鮮食品等EDI標準  別紙コード表  参照

X(2) 選択
□

91 運送区分 運送方法を表す区分　　任意（当事者間で決定） X(2) 選択 □
92 輸送単位数量 商品の輸送単位（箱数、鉢数、集荷点数等）での数量

（輸送数量単位区分）
S9(5) 必須

□

93 運賃単価 運賃単価 運賃算出時の計算根拠となる輸送単位数量の１単位あたりの単価 9(10) 必須 □
94 高さ割増単価 商品を輸送する際に箱の大きさによって発生する割増単価 9(10) 選択 □
95 荷扱料単価 共同荷受場経由の場合の荷扱単価 9(10) 選択 □
96 輸送温料単価 商品の輸送に際し保冷車等を使用した場合の単価 9(10) 選択 □
97 航送料単価 航空機または船便を使用した場合の単価 9(10) 選択 □
98 その他割増単価 その他、運賃の割増の単価 9(10) 選択 □
99 その他割引単価 その他、運賃の割引の単価 9(10) 選択 □

100 運賃 基本運賃 商品を輸送する際にかかった金額
（基本運賃＝「運賃単価」×「輸送単位数量」）

S9(10) 必須
□

101 高さ割増 商品を輸送する際に箱の大きさによって発生する割増料金 S9(10) 選択 □
102 荷扱料 共同荷受場経由の場合の荷扱い料 S9(10) 選択 □
103 輸送温料 商品の輸送に際し保冷車等を使用した場合の料金 S9(10) 選択 □
104 航送料 航空機または船便を使用した場合の料金 S9(10) 選択 □
105 その他割増運賃 その他、運賃の割増の金額 S9(10) 選択 □
106 その他割引運賃 その他、運賃の割引の金額 S9(10) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）
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１５．集荷／配送運賃請求情報（運送事業者→出荷者／卸売業者等／仲卸業者／小売業者）

項番 階層 グループ 項目名称 項目説明 最大桁数 ステータス チェック

107 明細 運賃 運賃 運賃及び運賃に付随する料金の合計金額
(運賃＝「基本運賃」＋「高さ割増」＋「荷扱料」＋「航送料」＋「輸送温料」
＋「その他割増運賃」－「その他割引運賃」)
※「基本運賃」以外は選択項目のため当事者間の決定に従う

S9(10) 必須

□

108 運賃税額 運賃に対する税額（四捨五入） S9(10) 選択 □
109 税込運賃 税込みの運賃

（税込運賃＝「運賃」＋「運賃税額」）
S9(10) 選択

□

110 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
111 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□
112 ﾄﾚｰﾗ 明細件数 集荷運賃請求情報の明細の件数 9(5) 選択 □
113 運賃計算

数量合計
単箱数合計 「輸送単位規格区分」が単箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □

114 重箱数合計 「輸送単位規格区分」が重箱を表す「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
115 鉢数合計 「輸送単位規格区分」が「鉢」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
116 トレー数合計 「輸送単位規格区分」が「トレー」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
117 フラコン数合計 「輸送単位規格区分」が「フラコン」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
118 集荷点数合計 「輸送単位規格区分」が「集荷点数」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
119 台車数合計 「輸送単位規格区分」が「台車」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
120 トラック台数合計 「輸送単位規格区分」が「トラック」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
121 輸送単位重量合計 「輸送単位規格区分」が「重量」の「輸送単位数量」の合計 S9(5) 選択 □
122 その他輸送単位数量合計

１
「その他」の「輸送単位数量」の合計
（当事者間で決定）

S9(5) 選択

□

123 その他輸送単位数量合計
２

「その他」の「輸送単位数量」の合計
（当事者間で決定）

S9(5) 選択

□

124 その他輸送単位数量合計
３

「その他」の「輸送単位数量」の合計
（当事者間で決定）

S9(5) 選択

□

125 運賃計算
金額合計

基本運賃合計 明細項目の基本運賃の合計（「基本運賃」の総和） S9(10) 必須 □
126 高さ割増合計 明細項目の高さ割増の合計（「高さ割増」の総和） S9(10) 選択 □
127 荷扱料合計 明細項目の荷扱料合計（「荷扱料」の総和） S9(10) 選択 □
128 輸送温料合計 明細項目の輸送温料合計（「輸送温料」の総和） S9(10) 選択 □
129 航送料合計 明細項目の航送料合計（「航送料」の総和） S9(10) 選択 □
130 その他割増運賃合計 明細項目のその他割増運賃合計（「その他割増運賃」の総和） S9(10) 選択 □
131 その他割引運賃合計 明細項目のその他割引運賃合計（「その他割引運賃」の総和） S9(10) 選択 □
132 運賃合計 明細項目の運賃の合計（「運賃」の総和） S9(10) 必須 □
133 運賃税額合計 明細項目の運賃税額の合計（「運賃税額」の総和） S9(10) 必須 □
134 税込運賃合計 明細項目の税込運賃の合計（「税込運賃」の総和） S9(10) 必須 □
135 前回請求金額 前回請求先企業に請求した金額 S9(11) 選択 □
136 今回入金額 今回請求先企業より入金された金額 S9(11) 選択 □
137 今回請求額 今回請求先企業に請求する金額 S9(11) 必須

□
138 備考 備考（カナ） 任意  カナ表記 X(35) 選択 □
139 備考（漢字） 任意  漢字表記 N(35) 選択

□

（最大桁数：N→全角かな漢字、X→半角カナ英数、9→数字）




